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１.　はじめに
　文は、述語にすえられる単語の品詞によって、形容詞述語文、名詞述語文、動詞述語文に分けら
れる。そのうち、名詞述語文は、主に主語にすえられるものや人の《質》や《特性》を特徴づける
ものである。そして、名詞述語文には、「彼は先生だ」のような主語と述語の二単語からなるもの
のほかに、さらに形容詞が加わった、三単語からなるものがある。
(1)　彼はやさしい性格だ。
(2)　彼はやさしい先生だ。
　(1)は、形容詞と名詞があわせ述語になっていて、形容詞「やさしい」は文の成分ではなく、述
語を構成する要素である。(1)のような、「顔」「性格」といった部分や側面を表す名詞を述語にも
つ文は、かざり成分を義務的に要求し、あわせ述語全体ではじめて、主語にさしだされたものや人
を特徴づけることができるようになる（《特性》を表す）。一方、(2)は、形容詞「やさしい」が文
の成分（規定語）であり、述語である「先生だ」を修飾している。
　従来の名詞述語文の研究では、(1)のようなものは注目されているが（新屋（1989）、丹羽（2017）
など）、名詞が形容詞にかざられるのはごくありふれたことであり、(2)のようなものを名詞述語文
の一つのタイプとしてとりたてて記述することはあまりないように思われる。しかし、(1)と(2)は、
「彼」を特徴づける文であることに変わりはなく、その特徴づけの手段が異なっている。人の特徴
づけの手段として、まず、主語と述語の二単語からなる形容詞述語文、名詞述語文、動詞述語文が
あり、それ以外に(1)や(2)のようなものがあるとすれば、(1)だけでなく、(2)のようなものも、人を
特徴づける一つの手段として、その意味的・機能的な特徴を考察する必要があるといえる。
　そのような問題意識をもつものとしては、光信（2014）がある。光信は、(1)や(2)のような文に
おける、主語と述語の意味的な関係（高橋（1984）にもとづく）について、「仲町貞子は進歩的な
女性だった」のように述語名詞が主語の上位概念を表す場合には「種類づけ」になり、「ぼくたちは、
いい気分だった」のように述語名詞が主語の上位概念を表さない場合には「性質・状態づけ」にな
ると指摘している。前者の場合は、形容詞によって（私は淋しい人間です）、あるいは形容詞と名
詞のそれぞれによって（編集長の淀川さんはとっても素敵なレディだ）、あるいは形容詞と名詞が
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３．調査結果の概要
　まず、調査結果の概要を示す。表２、表３は、名詞と形容詞の出現頻度上位40語の語彙リストで
あり、表４、表５は、部門と中項目レベルでの名詞と形容詞の分布である。
表２　名詞語彙リスト（上位40語）
人1196、男927、奴552、女450、子391、人間228、方199、女性165、娘128、人物120、友達78、子供71、友人61、青年50、
野郎47、先生47、女の子45、少年44、刑事40、人たち38、母親35、連中34、父親33、美人31、若者27、画家25、者24、
少女24、相手24、生徒23、教師21、お嬢さん19、男性19、選手19、妻17、老人17、紳士17、職人15、学生15、お母さん
15
表３　形容詞語彙リスト（上位40語）
いい713、若い202、立派な141、やさしい121、かわいい103、美しい92、きれいな92、ひどい83、すばらしい82、優秀な
80、悪い76、おもしろい69、大切な65、ばかな63、変な63、偉い61、有名な59、不思議な56、すごい54、嫌な53、恐ろ
しい53、大事な51、すてきな49、普通の48、古い46、真面目な43、妙な40、とんでもない39、おかしな39、しようがな
い39、親切な39、かなりな・の38、かわいそうな37、大変な37、賢い36、だめな34、幸せな32、背の高い32、有能な32、
小柄な31
　名詞については、「人」をはじめとする上位５語が全体の約半分を占め、強い集中が見られる｡
それに対して、形容詞については、「いい」を除けば、集中はさほど強くない。「いい」が特に多い
のは、「いい人」「いい子」が多用されていることによる（表８を参照）。
表４　名詞の部門・中項目
名詞部門 名詞中項目 例 頻度 比率
人間活動の主体
人間 人、人間、奴、方、人物、男、女、女性、男性、青年、若者 4943 71.87%
成員 先生、刑事、生徒、画家、学生、弁護士、職人、社長 763 11.09%
家族 母親、父親、妻、亭主、息子、弟、娘さん 496 7.21%
人物 紳士、人材、金持ち、政治家、詐欺師、人気者、悪党 408 5.93%
仲間 友達、友人、仲間、相棒、親友、敵、恋人、顧客 266 3.87%
公私 名族、名門 2 0.03%
表５　形容詞の部門・中項目
形容詞部門 形容詞中項目 例 頻度 比率
抽象的関係
（2620・38.1％）
様相 いい、立派な、美しい、すばらしい、普通の、危険な 1837 26.71%
量 かなりな・の、大変な、相当な、完璧な、最高の 317 4.61%
力 すごい、有力な、パワフルな、手強い、屈強な・の 119 1.73%
作用 優秀な、抜群の、卓抜の、無類の 96 1.40%
時間 古い、幼い、長い 91 1.32%
真偽 まともな、代表的な、まっとうな、模範的な 80 1.16%
存在 しようがない、影が薄い、仕方がない 63 0.92%
類 相性のよい、負けず劣らずの 8 0.12%
空間 世界的な、国際的な 5 0.07%
形 いかつい、ごつい 4 0.06%
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一体となって（日本は有名な結核国なんです）、主語の性質が表される。後者の場合は、形容詞
によって（彼女は、優しい性格だった）、あるいは形容詞が名詞と一体なって（街で見かける人は
みんな黒い髪だわ）、主語の性質・状態が表される（例文は簡略化した）。
　本稿では、特に、(2)のような文を対象として、そもそも日本語においてこのタイプの文がどの
ような形容詞と名詞のくみあわせによって成立しているかという実態に関する大規模な調査を行っ
た結果を報告するものである。
２.　調査の方法
　調査に使用する用例は、「現代日本語書き言葉均衡コーパス」（以下、BCCWJと略称する）の長
単位検索で、表１の検索条件によって検索して収集した1。
表１　BCCWJ検索条件
検索対象 前方共起条件 キー 後方共起条件
出版・新聞、出版・雑誌、出版・
書籍、図書館・書籍、白書、
ベストセラー、法律、国会会
議録、広報誌、教科書；全て
のジャンル；全期間；コア・
非コア
キーから1語、品詞の大分類が「形容詞」
品詞の小分類が
「名詞−普通名
詞−一般」
語彙素が「だ」
語彙素が「である」
キーから2語、品詞の大分類が「形状詞」 語彙素が「です」
キーから1語、品詞の大分類が「連体詞」 品詞の中分類が「助詞−終助詞」
そして、その中から、次のすべての条件を満たすもの（約4000例）を調査対象とした。
①主語が人である。
②述語名詞が文末名詞（「性格」「感じ」など）でない。
③「〜だ、〜だった、〜である、〜であった、〜です、〜でした」などのコピュラをとる。
④述語名詞がただ一つの形容詞によって修飾されている。
⑤単文あるいは複文の主文にあらわれている。
　名詞によっては、形容詞とくみあわさる用例がBCCWJからは十分に得られない場合があること
から、「CD-ROM版 新潮文庫の100冊」や自作の小説コーパスから収集した用例を加えた。名詞の
範囲や用例の選定条件は、BCCWJの場合と同一である。こうして得られた約7000例を対象として、
このくみあわせにあらわれる形容詞と名詞の『分類語彙表 増補改訂版』の〈相の類〉〈体の類〉に
おける分類項目を調査した2。
1　 前方共起条件を表１のように設定するのは、第一形容詞（やさしい）、第二形容詞（優秀な）、第三形容詞（抜
群の）のすべてを収集するためである（「背の高い」「気が短い」のような例を含む）。ただし、第三形容詞
は『分類語彙表 増補改訂版』の〈相の類〉に掲載されているものに限っている。
2　 『分類語彙表 増補改訂版』に見当たらなかったものについては、『類語辞典』（東京堂出版）や国語辞書類の
記述を参考にして分類した。ただし、分類が困難であった約200語は割愛した。また、複数の分類項目に属す
る語彙について、実例の用法に基づいて判断した。
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表７　形容詞と名詞の分類項目レベルの相関（上位30組）
順位 形容詞分類項目 名詞分類項目 例 頻度 比率
1 精神及び行為/行為/人柄 主体/人間/人間 やさしい人 345 5.02%
2 抽象的関係/様相/良不良・適不適 主体/人間/人間 いい人 337 4.90%
3 精神及び行為/行為/人柄 主体/人間/男女 やさしい男 236 3.43%
4 抽象的関係/様相/良不良・適不適 主体/人間/男女 いい女 189 2.75%
5 抽象的関係/様相/良不良・適不適 主体/人間/老少 いい子 161 2.34%
6 抽象的関係/様相/特徴 主体/人間/人間 普通の人間 160 2.33%
7 精神及び行為/行為/才能 主体/人間/人間 賢い人 147 2.14%
8 精神及び行為/心/好悪・愛憎 主体/人間/人間 かわいい人 134 1.95%
9 抽象的関係/様相/趣・調子 主体/人間/人間 立派な人間 128 1.86%
10 精神及び行為/待遇/待遇・礼など 主体/人間/人間 親切な人 121 1.76%
11 精神及び行為/行為/才能 主体/人間/男女 ばかな女 102 1.48%
12 自然現象/生命/生 主体/人間/男女 若い女性 101 1.47%
13 精神及び行為/行為/威厳・行儀・品行 主体/人間/人間 狡い人 98 1.42%
14 精神及び行為/心/好悪・愛憎 主体/人間/老少 かわいい娘 93 1.35%
15 精神及び行為/心/好悪・愛憎 主体/人間/男女 かわいい女 89 1.29%
16 精神及び行為/行為/人柄 主体/人間/老少 明るい少年 87 1.26%
17 抽象的関係/様相/美醜 主体/人間/人間 美しい人 79 1.15%
18 抽象的関係/様相/特徴 主体/人間/男女 普通の男 75 1.09%
19 精神及び行為/心/快・喜び 主体/人間/人間 おもしろい人 73 1.06%
20 自然現象/身体/身体 主体/人間/男女 小柄な男 71 1.03%
21 抽象的関係/様相/美醜 主体/人間/男女 美しい女 66 0.96%
22 抽象的関係/量/程度 主体/人物/人物 大変な悪党 66 0.96%
23 精神及び行為/心/恐れ・怒り・悔しさ 主体/人間/人間 恐ろしい人 62 0.90%
24 精神及び行為/生活/人生・禍福 主体/人間/人間 幸せな人 59 0.86%
25 抽象的関係/様相/趣・調子 主体/人間/男女 すてきな女性 59 0.86%
26 精神及び行為/行為/威厳・行儀・品行 主体/人間/男女 ふしだらな女 59 0.86%
27 精神及び行為/行為/才能 主体/人間/老少 利発な娘 59 0.86%
28 精神及び行為/待遇/待遇・礼など 主体/人間/男女 ひどい男 56 0.81%
29 抽象的関係/量/程度 主体/人間/男女 大した女 51 0.74%
30 精神及び行為/生活/人生・禍福 主体/人間/男女 幸せな女 50 0.73%
　中項目レベルの相関（表６）では、【様相】と【人間】、【行為】と【人間】、【心】と【人間】の
くみあわせが全体の約半分を占めている。そして、「いい」の例を除くと、【行為】と【人間】のく
みあわせが最も多く使われている。
  さらに、分類項目レベルの相関（表７）については、【行為】と【人間】とのくみあわせでは、【行
為/人柄】と【人間/人間】とのくみあわせが最も多い。そして、形容詞側では、特に【様相/良
不良・適不適】【行為/人柄】への強い集中が見られる。一方、名詞側では、【人間/人間】【人間/
男女】【人間/老少】といった、一般性、抽象性が最も高いものに集中している。
  最後に、語彙レベル（表８）では、「いい」をかざりとする、「いい人」「いい子」「いい女」「い
い男」「いい奴」が上位を占めている。これらの多用が形容詞と名詞のくみあわせの分布にかなり
影響している。
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精神及び行為
（3819・55.5％）
行為 やさしい、ばかな、真面目な、有能な、強情な 1604 23.32%
心 かわいい、おもしろい、図々しい、頼もしい、執念深い 1434 20.85%
待遇 親切な、ひどい、厳しい、冷たい、甘い、人懐っこい 244 3.55%
生活 幸せな、忙しい、運のよい、エレガントな、地味な 236 3.43%
言語 有名な、無口な、評判のよい、寡黙な、うるさい 181 2.63%
交わり 親しい、仲がよい、面倒見がよい、社交的な 68 0.99%
経済 貴重な、重要な、貧しい、裕福な、貧乏な、貧乏臭い 52 0.76%
自然現象
（439・6.4％）
生命 若い、元気な、健康な、たくましい、か弱い、タフな 285 4.14%
身体 背の高い、小柄な、大柄な、華奢な、色白な・の 129 1.88%
自然 騒々しい、暗い、柔らかい、静かな、酒臭い 24 0.35%
生物 無害な 1 0.01%
　名詞（表４）については、中項目レベルでは、【人間活動の主体/人間】（以下、【人間活動の主体】
を【主体】と略称する）が約７割を占め、強い集中が見られる。その多くは、「人」をはじめとす
る一般性・抽象性の高いものである。そして、それらの名詞は、情報構造上、新情報にならないも
のが多い。
　一方、形容詞（表５）については、部門から見ると、【精神及び行為】が最も多く使われている
のに対し、【自然現象】が最も少ない。中項目では、【抽象的関係/様相】【精神及び行為/行為】【精
神及び行為/心】への集中度が高い。ただし、固定化した「いい人」「いい子」を除けば、【精神及
び行為/行為】がトップになる。さらに、分類項目から確認すると、【精神及び行為/行為】のうち、
【精神及び行為/行為/人柄】（「やさしい」など）が、最も多く使用されている。
　以上、名詞と形容詞のそれぞれについて見てきたが、以下では、形容詞と名詞のセットについて、
中項目レベル（表６）、分類項目レベル（表７）、語彙レベル（表８）の調査結果について説明する。
表６　形容詞と名詞の中項目レベルの相関（上位30組）
形容詞中項目 名詞中項目 例 頻度 比率 形容詞中項目
名詞
中項目 例 頻度 比率
抽象的関係/様相 主体/人間 いい人 1406 20.44% 抽象的関係/量 主体/人物 大変な悪党 92 1.34%
精神及び行為/行為 主体/人間 やさしい人 1258 18.29% 精神及び行為/行為 主体/人物 有能な人材 83 1.21%
精神及び行為/心 主体/人間 かわいい子 1063 15.46% 精神及び行為/心 主体/仲間 大切な友達 74 1.08%
精神及び行為/生活 主体/人間 忙しい人 199 2.89% 抽象的関係/力 主体/人間 弱い女 71 1.03%
自然現象/生命 主体/人間 若い男 194 2.82% 抽象的関係/様相 主体/人物 立派な紳士 67 0.97%
精神及び行為/待遇 主体/人間 親切な男 191 2.78% 抽象的関係/作用 主体/成員 優秀な部下 66 0.96%
抽象的関係/様相 主体/家族 いい父親 160 2.33% 抽象的関係/様相 主体/仲間 いい友達 59 0.86%
抽象的関係/量 主体/人間 大した女 159 2.31% 精神及び行為/言語 主体/成員 有名な画家 58 0.84%
抽象的関係/様相 主体/成員 いい先生 145 2.11% 自然現象/生命 主体/成員 若い刑事 55 0.80%
精神及び行為/行為 主体/成員 有能な助手 145 2.11% 抽象的関係/存在 主体/人間 仕方がない男 51 0.74%
精神及び行為/心 主体/成員 熱心な信者 140 2.04% 精神及び行為/心 主体/人物 惜しい人材 51 0.74%
自然現象/身体 主体/人間 小柄な男 114 1.66% 抽象的関係/時間 主体/仲間 古い友人 44 0.64%
精神及び行為/行為 主体/家族 やさしい父親 111 1.61% 抽象的関係/量 主体/成員 最高の先生 41 0.60%
精神及び行為/心 主体/家族 大事な弟 106 1.54% 精神及び行為/交わり 主体/仲間 親しい友人 39 0.57%
精神及び行為/言語 主体/人間 無口な男 103 1.50% 精神及び行為/待遇 主体/家族 ひどい父親 30 0.44%
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表７　形容詞と名詞の分類項目レベルの相関（上位30組）
順位 形容詞分類項目 名詞分類項目 例 頻度 比率
1 精神及び行為/行為/人柄 主体/人間/人間 やさしい人 345 5.02%
2 抽象的関係/様相/良不良・適不適 主体/人間/人間 いい人 337 4.90%
3 精神及び行為/行為/人柄 主体/人間/男女 やさしい男 236 3.43%
4 抽象的関係/様相/良不良・適不適 主体/人間/男女 いい女 189 2.75%
5 抽象的関係/様相/良不良・適不適 主体/人間/老少 いい子 161 2.34%
6 抽象的関係/様相/特徴 主体/人間/人間 普通の人間 160 2.33%
7 精神及び行為/行為/才能 主体/人間/人間 賢い人 147 2.14%
8 精神及び行為/心/好悪・愛憎 主体/人間/人間 かわいい人 134 1.95%
9 抽象的関係/様相/趣・調子 主体/人間/人間 立派な人間 128 1.86%
10 精神及び行為/待遇/待遇・礼など 主体/人間/人間 親切な人 121 1.76%
11 精神及び行為/行為/才能 主体/人間/男女 ばかな女 102 1.48%
12 自然現象/生命/生 主体/人間/男女 若い女性 101 1.47%
13 精神及び行為/行為/威厳・行儀・品行 主体/人間/人間 狡い人 98 1.42%
14 精神及び行為/心/好悪・愛憎 主体/人間/老少 かわいい娘 93 1.35%
15 精神及び行為/心/好悪・愛憎 主体/人間/男女 かわいい女 89 1.29%
16 精神及び行為/行為/人柄 主体/人間/老少 明るい少年 87 1.26%
17 抽象的関係/様相/美醜 主体/人間/人間 美しい人 79 1.15%
18 抽象的関係/様相/特徴 主体/人間/男女 普通の男 75 1.09%
19 精神及び行為/心/快・喜び 主体/人間/人間 おもしろい人 73 1.06%
20 自然現象/身体/身体 主体/人間/男女 小柄な男 71 1.03%
21 抽象的関係/様相/美醜 主体/人間/男女 美しい女 66 0.96%
22 抽象的関係/量/程度 主体/人物/人物 大変な悪党 66 0.96%
23 精神及び行為/心/恐れ・怒り・悔しさ 主体/人間/人間 恐ろしい人 62 0.90%
24 精神及び行為/生活/人生・禍福 主体/人間/人間 幸せな人 59 0.86%
25 抽象的関係/様相/趣・調子 主体/人間/男女 すてきな女性 59 0.86%
26 精神及び行為/行為/威厳・行儀・品行 主体/人間/男女 ふしだらな女 59 0.86%
27 精神及び行為/行為/才能 主体/人間/老少 利発な娘 59 0.86%
28 精神及び行為/待遇/待遇・礼など 主体/人間/男女 ひどい男 56 0.81%
29 抽象的関係/量/程度 主体/人間/男女 大した女 51 0.74%
30 精神及び行為/生活/人生・禍福 主体/人間/男女 幸せな女 50 0.73%
　中項目レベルの相関（表６）では、【様相】と【人間】、【行為】と【人間】、【心】と【人間】の
くみあわせが全体の約半分を占めている。そして、「いい」の例を除くと、【行為】と【人間】のく
みあわせが最も多く使われている。
  さらに、分類項目レベルの相関（表７）については、【行為】と【人間】とのくみあわせでは、【行
為/人柄】と【人間/人間】とのくみあわせが最も多い。そして、形容詞側では、特に【様相/良
不良・適不適】【行為/人柄】への強い集中が見られる。一方、名詞側では、【人間/人間】【人間/
男女】【人間/老少】といった、一般性、抽象性が最も高いものに集中している。
  最後に、語彙レベル（表８）では、「いい」をかざりとする、「いい人」「いい子」「いい女」「い
い男」「いい奴」が上位を占めている。これらの多用が形容詞と名詞のくみあわせの分布にかなり
影響している。
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精神及び行為
（3819・55.5％）
行為 やさしい、ばかな、真面目な、有能な、強情な 1604 23.32%
心 かわいい、おもしろい、図々しい、頼もしい、執念深い 1434 20.85%
待遇 親切な、ひどい、厳しい、冷たい、甘い、人懐っこい 244 3.55%
生活 幸せな、忙しい、運のよい、エレガントな、地味な 236 3.43%
言語 有名な、無口な、評判のよい、寡黙な、うるさい 181 2.63%
交わり 親しい、仲がよい、面倒見がよい、社交的な 68 0.99%
経済 貴重な、重要な、貧しい、裕福な、貧乏な、貧乏臭い 52 0.76%
自然現象
（439・6.4％）
生命 若い、元気な、健康な、たくましい、か弱い、タフな 285 4.14%
身体 背の高い、小柄な、大柄な、華奢な、色白な・の 129 1.88%
自然 騒々しい、暗い、柔らかい、静かな、酒臭い 24 0.35%
生物 無害な 1 0.01%
　名詞（表４）については、中項目レベルでは、【人間活動の主体/人間】（以下、【人間活動の主体】
を【主体】と略称する）が約７割を占め、強い集中が見られる。その多くは、「人」をはじめとす
る一般性・抽象性の高いものである。そして、それらの名詞は、情報構造上、新情報にならないも
のが多い。
　一方、形容詞（表５）については、部門から見ると、【精神及び行為】が最も多く使われている
のに対し、【自然現象】が最も少ない。中項目では、【抽象的関係/様相】【精神及び行為/行為】【精
神及び行為/心】への集中度が高い。ただし、固定化した「いい人」「いい子」を除けば、【精神及
び行為/行為】がトップになる。さらに、分類項目から確認すると、【精神及び行為/行為】のうち、
【精神及び行為/行為/人柄】（「やさしい」など）が、最も多く使用されている。
　以上、名詞と形容詞のそれぞれについて見てきたが、以下では、形容詞と名詞のセットについて、
中項目レベル（表６）、分類項目レベル（表７）、語彙レベル（表８）の調査結果について説明する。
表６　形容詞と名詞の中項目レベルの相関（上位30組）
形容詞中項目 名詞中項目 例 頻度 比率 形容詞中項目
名詞
中項目 例 頻度 比率
抽象的関係/様相 主体/人間 いい人 1406 20.44% 抽象的関係/量 主体/人物 大変な悪党 92 1.34%
精神及び行為/行為 主体/人間 やさしい人 1258 18.29% 精神及び行為/行為 主体/人物 有能な人材 83 1.21%
精神及び行為/心 主体/人間 かわいい子 1063 15.46% 精神及び行為/心 主体/仲間 大切な友達 74 1.08%
精神及び行為/生活 主体/人間 忙しい人 199 2.89% 抽象的関係/力 主体/人間 弱い女 71 1.03%
自然現象/生命 主体/人間 若い男 194 2.82% 抽象的関係/様相 主体/人物 立派な紳士 67 0.97%
精神及び行為/待遇 主体/人間 親切な男 191 2.78% 抽象的関係/作用 主体/成員 優秀な部下 66 0.96%
抽象的関係/様相 主体/家族 いい父親 160 2.33% 抽象的関係/様相 主体/仲間 いい友達 59 0.86%
抽象的関係/量 主体/人間 大した女 159 2.31% 精神及び行為/言語 主体/成員 有名な画家 58 0.84%
抽象的関係/様相 主体/成員 いい先生 145 2.11% 自然現象/生命 主体/成員 若い刑事 55 0.80%
精神及び行為/行為 主体/成員 有能な助手 145 2.11% 抽象的関係/存在 主体/人間 仕方がない男 51 0.74%
精神及び行為/心 主体/成員 熱心な信者 140 2.04% 精神及び行為/心 主体/人物 惜しい人材 51 0.74%
自然現象/身体 主体/人間 小柄な男 114 1.66% 抽象的関係/時間 主体/仲間 古い友人 44 0.64%
精神及び行為/行為 主体/家族 やさしい父親 111 1.61% 抽象的関係/量 主体/成員 最高の先生 41 0.60%
精神及び行為/心 主体/家族 大事な弟 106 1.54% 精神及び行為/交わり 主体/仲間 親しい友人 39 0.57%
精神及び行為/言語 主体/人間 無口な男 103 1.50% 精神及び行為/待遇 主体/家族 ひどい父親 30 0.44%
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　「人」や「人間」を形容詞とくみあわせて人を特徴づけるのは、基本的に、その人がどういう人
であるかということを説明する場合であろう。つまり、形容詞が表す《特性》は、その人の本質と
してさしだされている。その点で、「人」と「人間」に大きな違いは見られない。違いは、【感覚】（印
象的な）が「人間」にないこと、【恐れ・怒り・悔しさ】（恐ろしい）、【待遇・礼など】（親切な）
などが「人」に偏る傾向があること、そして、【自然現象】（小柄な）は、特に「人間」に少ないこ
となどである。
表９　「人」「人間」とくみあわさる形容詞
部門
形容詞
分類項目 人（1196・364）
頻度
比率
異なり語数
異な
り語
数の
比率
人間（228・137）
頻度
比率
異なり語数
異な
り語
数の
比率
抽象的関係
真偽/真偽・
是非 まっとうな、正しい 2 0.2% 2 0.5% まともな、まっとうな 2 0.9% 2 1.5%
真偽/本体・
代理 掛け替えのない3、代表的な 4 0.3% 2 0.5% 掛け替えのない2 2 0.9% 1 0.7%
存在/必然
性 しようがない4 4 0.3% 1 0.3% 　 0 0.0% 0 0.0%
様相 / 趣・
調子
立派な33、すてきな19、すば
らしい13、都合がよい、とん
でもない、成績の悪い
68 5.7% 6 1.6%
立派な3、すばらし
い2、すてきな、不
都合な
7 3.1% 4 2.9%
様相/特徴
変な19、珍しい9、おかしな8、
特別な・の6、普通の6、妙な4、
非凡な・の2、ユニークな2、
風変わりな、非の打ちどころ
のない、疑い深い、独特な、
おかしい、得体の知れない、
個性的な、申し分がない
64 5.4% 16 4.4%
普通の16、特殊な・
の3、平凡な3、特別
な・の2、珍しい2、
変哲もない、エクセ
ントリックな、妙な、
取り柄のない
30 13.2% 9 6.6%
様相/良不
良・適不適
いい168、悪い13、かっこい
い3、だめな 185 15.5% 4 1.1%
い い10、 だ め な7、
善良な2、悪い2、邪
魔な2、ましな、不
適格な
25 11.9% 7 5.1%
様相/弛緩・
粗密・繁簡 細かい 1 0.1% 1 0.3% ややこしい 1 0.4% 1 0.7%
様相/美醜
きれいな36、美しい20、繊細
な、みっともない、器量のよ
い、姿のいい
60 5.0% 6 1.6% 清らかな 1 0.4% 1 0.7%
様相/難易・
安危
どうしようもない2、危険な、
危ない、便利な、円満な 6 0.5% 5 1.4%
どうしようもない3、
危険な2 5 2.2% 2 1.5%
力/力 すごい14、強い5、手強い、弱い 21 1.8% 4 1.1% 弱い8、弱小な 9 3.9% 2 1.5%
作用/作用・
変化 　 0 0.0% 0 0.0% 不安定な 1 0.4% 1 0.7%
作用/限定・
優劣 優秀な3、有数の 4 0.3% 2 0.5% 錚々たる、優秀な 2 0.9% 2 1.5%
時間/新旧・
遅速 新しい 1 0.1% 1 0.3% 古い5 5 2.2% 1 0.7%
量/長短・高
低・深浅・厚
薄・遠近
身近な2 2 0.2% 1 0.3% 身近な 1 0.4% 1 0.7%
量/広狭・大
小
小さな、ばかでかい、大きい、
大きな 4 0.3% 4 1.1% 小さな 1 0.4% 1 0.7%
量/軽重 軽やかな 1 0.1% 1 0.3% 　 0 0.0% 0 0.0%
量/程度 大変な2、大した 3 0.3% 2 0.5% 最低な・の3 3 1.3% 1 0.7%
量/限度 完璧な 1 0.1% 1 0.3% 　 0 0.0% 0 0.0%
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表８　形容詞と名詞の語彙レベルのくみあわせ（上位40組）
くみあわせ 頻度 くみあわせ 頻度 くみあわせ 頻度 くみあわせ 頻度
いい人 168 若い女 30 大切な人 18 若い女性 14
いい子 126 偉い人 30 変な奴 18 有名な人 14
いい女 83 ひどい奴 30 古い友人 18 すごい人 14
いい男 68 おもしろい人 26 優秀な刑事 16 親しい友人 14
いい奴 60 嫌な奴 23 親切な人 16 恐ろしい女 13
やさしい人 48 悪い奴 22 普通の人間 16 すばらしい人 13
若い男 45 しようがない奴 21 いい娘 16 悪い人 13
ばかな奴 39 美しい人 20 きれいな子 15 怖い人 13
きれいな人 36 変な人 19 妙な男 15 立派な男 13
かわいい子 33 すてきな人 19 古い友達 15 ひどい男 13
立派な人 33 いい方 19 ほんの子供 14
４．個別語彙の考察
　以上、くみあわせにあらわれる名詞と形容詞のそれぞれの分布、及び形容詞と名詞のくみあわせ
の分布について概観した。次は、【主体/人間】【主体/家族】【主体/成員】に所属する、代表的な
名詞のいくつかを対象として、形容詞とのくみあわせを詳しく見ていく。
４．１　「人」「人間」―【主体/人間/人間】
　表９3は、このくみあわせで最も多く使用されている名詞である「人」および「人間」とくみあ
わさる形容詞を調査した結果を示したものである。この表から、「人」は広範囲の形容詞とくみあ
わさることがわかる。「人」にあり「人間」にない項目は多数あるが、その逆は２項目にとどまる。
　また、頻度からいえば、「人」は、【人柄】（やさしい）、【良不良・適不適】（いい）、【好悪・愛憎】
（かわいい）、【待遇・礼など】（親切な）／【趣・調子】（立派な）、【特徴】（普通の）という順であ
る4。一方、「人間」は、【特徴】（普通の）／【人柄】（やさしい）、【良不良・適不適】（いい）、【才能】
（有能な）という順である。【人柄】【良不良・適不適】【特徴】を表す形容詞が多数を占める点におい
ては、「人」と「人間」に共通である。しかし、【人柄】【特徴】の項目にあらわれる語彙のバリエー
ションについては、特に違いが見られない。ただし、「人間」においては、【特徴】の比率が「人」
よりも高い。「人」と【良不良・適不適】の形容詞とのくみあわせにおいて、異なり語数が少ない
のに頻度が高いのは、「いい人」が固定化され、多用されているからである。
　両方にある項目でも、個々の語彙について見れば、それぞれに特有のものがある。例えば、「古い」
は「人」には使われないのに対し、「チャーミングな」「かっこいい」「きれいな」などは「人間」には
使われない。すなわち、印象的な《特性》を表す形容詞は、「人間」とくみあわさりにくい傾向がある。
3　 以下の表の見出し行の（　）の中に示した数値は、名詞の頻度と異なり語数である。各形容詞の直後に付し
た数値は、その形容詞の出現頻度である。ただし、頻度が１の場合は頻度の表示を省略する。
4　／は同順位を意味する。以下も同様。
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　「人」や「人間」を形容詞とくみあわせて人を特徴づけるのは、基本的に、その人がどういう人
であるかということを説明する場合であろう。つまり、形容詞が表す《特性》は、その人の本質と
してさしだされている。その点で、「人」と「人間」に大きな違いは見られない。違いは、【感覚】（印
象的な）が「人間」にないこと、【恐れ・怒り・悔しさ】（恐ろしい）、【待遇・礼など】（親切な）
などが「人」に偏る傾向があること、そして、【自然現象】（小柄な）は、特に「人間」に少ないこ
となどである。
表９　「人」「人間」とくみあわさる形容詞
部門
形容詞
分類項目 人（1196・364）
頻度
比率
異なり語数
異な
り語
数の
比率
人間（228・137）
頻度
比率
異なり語数
異な
り語
数の
比率
抽象的関係
真偽/真偽・
是非 まっとうな、正しい 2 0.2% 2 0.5% まともな、まっとうな 2 0.9% 2 1.5%
真偽/本体・
代理 掛け替えのない3、代表的な 4 0.3% 2 0.5% 掛け替えのない2 2 0.9% 1 0.7%
存在/必然
性 しようがない4 4 0.3% 1 0.3% 　 0 0.0% 0 0.0%
様相 / 趣・
調子
立派な33、すてきな19、すば
らしい13、都合がよい、とん
でもない、成績の悪い
68 5.7% 6 1.6%
立派な3、すばらし
い2、すてきな、不
都合な
7 3.1% 4 2.9%
様相/特徴
変な19、珍しい9、おかしな8、
特別な・の6、普通の6、妙な4、
非凡な・の2、ユニークな2、
風変わりな、非の打ちどころ
のない、疑い深い、独特な、
おかしい、得体の知れない、
個性的な、申し分がない
64 5.4% 16 4.4%
普通の16、特殊な・
の3、平凡な3、特別
な・の2、珍しい2、
変哲もない、エクセ
ントリックな、妙な、
取り柄のない
30 13.2% 9 6.6%
様相/良不
良・適不適
いい168、悪い13、かっこい
い3、だめな 185 15.5% 4 1.1%
い い10、 だ め な7、
善良な2、悪い2、邪
魔な2、ましな、不
適格な
25 11.9% 7 5.1%
様相/弛緩・
粗密・繁簡 細かい 1 0.1% 1 0.3% ややこしい 1 0.4% 1 0.7%
様相/美醜
きれいな36、美しい20、繊細
な、みっともない、器量のよ
い、姿のいい
60 5.0% 6 1.6% 清らかな 1 0.4% 1 0.7%
様相/難易・
安危
どうしようもない2、危険な、
危ない、便利な、円満な 6 0.5% 5 1.4%
どうしようもない3、
危険な2 5 2.2% 2 1.5%
力/力 すごい14、強い5、手強い、弱い 21 1.8% 4 1.1% 弱い8、弱小な 9 3.9% 2 1.5%
作用/作用・
変化 　 0 0.0% 0 0.0% 不安定な 1 0.4% 1 0.7%
作用/限定・
優劣 優秀な3、有数の 4 0.3% 2 0.5% 錚々たる、優秀な 2 0.9% 2 1.5%
時間/新旧・
遅速 新しい 1 0.1% 1 0.3% 古い5 5 2.2% 1 0.7%
量/長短・高
低・深浅・厚
薄・遠近
身近な2 2 0.2% 1 0.3% 身近な 1 0.4% 1 0.7%
量/広狭・大
小
小さな、ばかでかい、大きい、
大きな 4 0.3% 4 1.1% 小さな 1 0.4% 1 0.7%
量/軽重 軽やかな 1 0.1% 1 0.3% 　 0 0.0% 0 0.0%
量/程度 大変な2、大した 3 0.3% 2 0.5% 最低な・の3 3 1.3% 1 0.7%
量/限度 完璧な 1 0.1% 1 0.3% 　 0 0.0% 0 0.0%
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表８　形容詞と名詞の語彙レベルのくみあわせ（上位40組）
くみあわせ 頻度 くみあわせ 頻度 くみあわせ 頻度 くみあわせ 頻度
いい人 168 若い女 30 大切な人 18 若い女性 14
いい子 126 偉い人 30 変な奴 18 有名な人 14
いい女 83 ひどい奴 30 古い友人 18 すごい人 14
いい男 68 おもしろい人 26 優秀な刑事 16 親しい友人 14
いい奴 60 嫌な奴 23 親切な人 16 恐ろしい女 13
やさしい人 48 悪い奴 22 普通の人間 16 すばらしい人 13
若い男 45 しようがない奴 21 いい娘 16 悪い人 13
ばかな奴 39 美しい人 20 きれいな子 15 怖い人 13
きれいな人 36 変な人 19 妙な男 15 立派な男 13
かわいい子 33 すてきな人 19 古い友達 15 ひどい男 13
立派な人 33 いい方 19 ほんの子供 14
４．個別語彙の考察
　以上、くみあわせにあらわれる名詞と形容詞のそれぞれの分布、及び形容詞と名詞のくみあわせ
の分布について概観した。次は、【主体/人間】【主体/家族】【主体/成員】に所属する、代表的な
名詞のいくつかを対象として、形容詞とのくみあわせを詳しく見ていく。
４．１　「人」「人間」―【主体/人間/人間】
　表９3は、このくみあわせで最も多く使用されている名詞である「人」および「人間」とくみあ
わさる形容詞を調査した結果を示したものである。この表から、「人」は広範囲の形容詞とくみあ
わさることがわかる。「人」にあり「人間」にない項目は多数あるが、その逆は２項目にとどまる。
　また、頻度からいえば、「人」は、【人柄】（やさしい）、【良不良・適不適】（いい）、【好悪・愛憎】
（かわいい）、【待遇・礼など】（親切な）／【趣・調子】（立派な）、【特徴】（普通の）という順であ
る4。一方、「人間」は、【特徴】（普通の）／【人柄】（やさしい）、【良不良・適不適】（いい）、【才能】
（有能な）という順である。【人柄】【良不良・適不適】【特徴】を表す形容詞が多数を占める点におい
ては、「人」と「人間」に共通である。しかし、【人柄】【特徴】の項目にあらわれる語彙のバリエー
ションについては、特に違いが見られない。ただし、「人間」においては、【特徴】の比率が「人」
よりも高い。「人」と【良不良・適不適】の形容詞とのくみあわせにおいて、異なり語数が少ない
のに頻度が高いのは、「いい人」が固定化され、多用されているからである。
　両方にある項目でも、個々の語彙について見れば、それぞれに特有のものがある。例えば、「古い」
は「人」には使われないのに対し、「チャーミングな」「かっこいい」「きれいな」などは「人間」には
使われない。すなわち、印象的な《特性》を表す形容詞は、「人間」とくみあわさりにくい傾向がある。
3　 以下の表の見出し行の（　）の中に示した数値は、名詞の頻度と異なり語数である。各形容詞の直後に付し
た数値は、その形容詞の出現頻度である。ただし、頻度が１の場合は頻度の表示を省略する。
4　／は同順位を意味する。以下も同様。
183
岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要第45号 （2018.３）
精神及び行為
生活/労働・
作業・休暇 忙しい12 12 1.0% 1 0.3% 暇な 1 0.4% 1 0.7%
生活/生活・
起臥 酒好きな 1 0.1% 1 0.3% 0 0.0% 0 0.0%
行為/身上 縁遠い、孤独な・の 2 0.2% 2 0.5% 孤独な・の2 2 0.9% 1 0.7%
行為/人柄
やさしい48、真面目な13、お
となしい6、正直な6、素直な5、
まっすぐな4、陽気な4、頑固
な4、気が弱い4、誠実な3、
物静かな3、心のやさしい3、
慎重な3、強情な3、気難しい3、
責任感が強い3、温厚な3、潔
癖な3、気が強い3、神経質な3、
気のよい2、静かな2、快活な2、
実直な2、意志が強い2、我が
強い2、昔気質の2、自尊心が
強い2、無責任な2、豪放な2、
無邪気な2、堅気な・の2、心
の広い2、シャイな2、朗らか
な2、純情な、生真面目な、
感情の起伏が激しい、明るい、
剛毅な、意志が弱い、勝ち気
な、折れない、まめな、思い
込みの強い、外向的な、私心
のない、気が小さい、義理堅
い、気が小さな、信心深い、
嫌な、偏屈な、だらしがない、
狷介な、気さくな、せっかち
な、短絡的な、気位の高い、
思い込みの激しい、気性の烈
しい、篤実な、気立てのよい、
思慮深い、律義な、臆病な、
ナイーブな、自尊心の強い、
プライドが高い、感情の強い、
潔癖感の強い、軽率な、心の弱
い、内向的な、忠義に厚い、
不真面目な、根のいい
199 16.6% 77 21.2%
やさしい3、臆病な2、
誠実な2、正直な2、
気が弱い2、血の気の
多い、潔癖な、心の
広い、忠実な、真面
目な、慎重な、責任
感が強い、我の強く
ない、潔い、偉大な、
まっすぐな、気が小
さい、強情な、嫌な、
心がよい、気が短い、
陽気な、気性の荒い、
気立てのよい
30 13.2% 24 17.5%
行為/才能
頭のよい5、賢い4、不器用な
3、有能な3、造詣が深い2、利
口な2、鈍い2、物分かりのよ
い2、勘がよい2、愚かな2、多
才な、勘が鈍い、はしこい、
天才的な、非常識な、できの
よい、物好きな、教養のない、
賢明な、教養の低い、勘が鋭
い、了解の悪い、器用な、ば
かな、物分かりの悪い
42 3.5% 25 6.9%
有能な3、物知らず
な、能がない、ばか
な、知的な、底が深
い、あざとい、手際
がよくない
10 4.4% 8 5.8%
行為/威厳・
行儀・品行
偉い30、狡い4、乱暴な2、上
品な2、正義感の強い、手が
早い、受けがよい、品のない、
折目正しい、腹黒い、凶暴な、
意地汚い、所作のきれいな、
女癖の悪い
48 4.0% 14 3.8%
狡い3、罪深い2、罪
のない、偉い、がさ
つな、卑しい
9 3.9% 6 4.4%
行為/行為・
活動
勇敢な・なる4、活動的な2、無
茶な2、強引な2、無鉄砲な、
大胆な、元気な、押しが強い、
意欲的な
15 1.3% 9 2.5% 頑強な 1 0.4% 1 0.7%
交 わ り / 交
わり
親しい2、平和な・の2、面倒
見がよい2、協力的な、食えな
い
8 0.7% 5 1.4% 社交的な、付き合いがよい 2 0.9% 2 1.5%
待遇/公式・
公平 公平な、フェアな 2 0.2% 2 0.5% フェアな 1 0.4% 1 0.7%
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精神及び行為
心/心 鈍感な、デリケートな、鋭敏な、敏感な、感受性の強い 5 0.4% 5 1.1%
無関心な、本能的な、
コチコチの、敏感な 4 1.8% 4 2.9%
心/感覚 印象的な2、忘れられない 3 0.3% 2 0.5% 0 0.0% 0 0.0%
心/感動・興
奮 感心な、感動的な 2 0.2% 2 0.5% 0 0.0% 0 0.0%
心/快・喜び
おもしろい30、愉快な4、気持
ちがよい3、享楽的な、テンショ
ンの高い、爽やかな、興味の
ない
41 3.4% 7 1.9%
つまらない3、爽やか
な、不快な、おもし
ろい
6 2.6% 4 2.9%
心/恐れ・怒
り・悔しさ
怖い13、恐ろしい12、薄気味
悪い2、惜しい2、不気味な、おっ
かない、気味が悪い
32 2.7% 7 1.9% 惨めな2 2 0.9% 1 0.7%
心/安心・焦
燥・満足
頼もしい4、のんきな3、心の
丈夫な、能天気な、心が安ら
かな
10 0.8% 5 1.4% 平気な、冷静な 2 0.9% 2 1.5%
心/苦悩・悲
哀
寂しい3、鬱陶しい、情けない、
厄介な 6 0.5% 4 1.1%
寂しい3、情けない2、
悲観的な 6 2.6% 3 2.2%
心/好悪・愛
憎
気の毒な10、かわいい9、かわ
いそうな9、感じがよい8、可
愛らしい5、魅力的な4、哀れ
な3、憎らしい2、好きな・の2、
懐かしい2、嫌な2、嫌らしい2、
嫉妬心のない、義理人情に厚
い、可憐な・の、奥ゆかしい、
チャーミングな、情がない、
キュートな、愛しい、無慈悲な、
不憫な、憎い、子供好きな
70 5.9% 24 6.6%
哀れな2、魅力的な、
気の毒な、かわいそ
うな、好ましい
6 2.6% 5 3.6%
心/敬意・感
謝・信頼など ありがたい 1 0.1% 1 0.3% 0 0.0% 0 0.0%
心/表情・態
度
愛想がよい2、無表情な、ぶっ
きらぼうな、表情豊かな 5 0.4% 4 1.1% 無表情な 1 0.4% 1 0.7%
心/信念・努
力・忍耐
芯の強い2、我慢強い2、几帳
面な2、熱い2、忍耐強い、勤
勉な、ぐうたらな、執念深い
12 1.0% 8 2.2% 忍耐強い、辛抱強い、熱心な 3 1.3% 3 2.2%
心/自信・誇
り・恥・反省 図々しい2、プライドが高い 3 0.3% 2 0.5% 恥ずかしい2 2 0.9% 1 0.7%
心/欲望・期
待・失望
吝嗇な3、名誉心の強い2、恬
淡な、無欲な、けちな 8 0.7% 5 1.4% 独占欲の強い 1 0.4% 1 0.7%
心/意志 勝手な3、自由な2、いい加減な2、不注意な、気まぐれな 9 0.8% 5 1.4%
意識的な3、自由な、
いい加減な、思い切
りのよい
6 2.6% 4 2.9%
心/判断・推
測・評価 意外な 1 0.1% 1 0.3% 0 0.0% 0 0.0%
心/詳細・正
確・不思議
不思議な12、用心深い2、疑り
深い、疑い深い、未知の、謎
の多い、奇態な
19 1.6% 7 1.9% 不思議な2、正体の怪しい、未知の 4 1.8% 3 2.2%
心/意味・問
題・趣旨など 大切な18、大事な7、重要な 26 2.2% 3 0.8%
大切な4、重要な、
大事な 6 2.6% 3 2.2%
心/説・論・
主義
楽観的な、保守的な、精神的
な、孤高な 4 0.3% 4 1.1% 現実的な、実際的な 2 0.9% 2 1.5%
言語/言語活
動
うるさい3、無口な3、喧しい、
口が重い、口数が多い、口数
が少ない、話がきれいな
11 0.9% 7 1.9% 寡黙な 1 0.4% 1 0.7%
言語/評判 有名な14、名高い2、評判の悪い、評判の、噂のない 19 1.6% 5 1.4% 評判のよい 1 0.4% 1 0.7%
生活/文化・
歴史・風俗
無粋な、センスのよい、粋な、
ハイカラな、地味な 5 0.4% 5 1.4% 0 0.0% 0 0.0%
生活/人生・
禍福
幸せな9、不幸な6、幸福な4、
運のよい3、運の悪い2、運の
ない、おめでたい、ラッキー
な、運の強い、アンラッキー
な、悲劇の、物騒な
31 2.6% 12 3.3%
運のよい2、不幸な2、
霊的な、おめでたい、
幸運な
7 3.1% 5 3.6%
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精神及び行為
生活/労働・
作業・休暇 忙しい12 12 1.0% 1 0.3% 暇な 1 0.4% 1 0.7%
生活/生活・
起臥 酒好きな 1 0.1% 1 0.3% 0 0.0% 0 0.0%
行為/身上 縁遠い、孤独な・の 2 0.2% 2 0.5% 孤独な・の2 2 0.9% 1 0.7%
行為/人柄
やさしい48、真面目な13、お
となしい6、正直な6、素直な5、
まっすぐな4、陽気な4、頑固
な4、気が弱い4、誠実な3、
物静かな3、心のやさしい3、
慎重な3、強情な3、気難しい3、
責任感が強い3、温厚な3、潔
癖な3、気が強い3、神経質な3、
気のよい2、静かな2、快活な2、
実直な2、意志が強い2、我が
強い2、昔気質の2、自尊心が
強い2、無責任な2、豪放な2、
無邪気な2、堅気な・の2、心
の広い2、シャイな2、朗らか
な2、純情な、生真面目な、
感情の起伏が激しい、明るい、
剛毅な、意志が弱い、勝ち気
な、折れない、まめな、思い
込みの強い、外向的な、私心
のない、気が小さい、義理堅
い、気が小さな、信心深い、
嫌な、偏屈な、だらしがない、
狷介な、気さくな、せっかち
な、短絡的な、気位の高い、
思い込みの激しい、気性の烈
しい、篤実な、気立てのよい、
思慮深い、律義な、臆病な、
ナイーブな、自尊心の強い、
プライドが高い、感情の強い、
潔癖感の強い、軽率な、心の弱
い、内向的な、忠義に厚い、
不真面目な、根のいい
199 16.6% 77 21.2%
やさしい3、臆病な2、
誠実な2、正直な2、
気が弱い2、血の気の
多い、潔癖な、心の
広い、忠実な、真面
目な、慎重な、責任
感が強い、我の強く
ない、潔い、偉大な、
まっすぐな、気が小
さい、強情な、嫌な、
心がよい、気が短い、
陽気な、気性の荒い、
気立てのよい
30 13.2% 24 17.5%
行為/才能
頭のよい5、賢い4、不器用な
3、有能な3、造詣が深い2、利
口な2、鈍い2、物分かりのよ
い2、勘がよい2、愚かな2、多
才な、勘が鈍い、はしこい、
天才的な、非常識な、できの
よい、物好きな、教養のない、
賢明な、教養の低い、勘が鋭
い、了解の悪い、器用な、ば
かな、物分かりの悪い
42 3.5% 25 6.9%
有能な3、物知らず
な、能がない、ばか
な、知的な、底が深
い、あざとい、手際
がよくない
10 4.4% 8 5.8%
行為/威厳・
行儀・品行
偉い30、狡い4、乱暴な2、上
品な2、正義感の強い、手が
早い、受けがよい、品のない、
折目正しい、腹黒い、凶暴な、
意地汚い、所作のきれいな、
女癖の悪い
48 4.0% 14 3.8%
狡い3、罪深い2、罪
のない、偉い、がさ
つな、卑しい
9 3.9% 6 4.4%
行為/行為・
活動
勇敢な・なる4、活動的な2、無
茶な2、強引な2、無鉄砲な、
大胆な、元気な、押しが強い、
意欲的な
15 1.3% 9 2.5% 頑強な 1 0.4% 1 0.7%
交 わ り / 交
わり
親しい2、平和な・の2、面倒
見がよい2、協力的な、食えな
い
8 0.7% 5 1.4% 社交的な、付き合いがよい 2 0.9% 2 1.5%
待遇/公式・
公平 公平な、フェアな 2 0.2% 2 0.5% フェアな 1 0.4% 1 0.7%
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精神及び行為
心/心 鈍感な、デリケートな、鋭敏な、敏感な、感受性の強い 5 0.4% 5 1.1%
無関心な、本能的な、
コチコチの、敏感な 4 1.8% 4 2.9%
心/感覚 印象的な2、忘れられない 3 0.3% 2 0.5% 0 0.0% 0 0.0%
心/感動・興
奮 感心な、感動的な 2 0.2% 2 0.5% 0 0.0% 0 0.0%
心/快・喜び
おもしろい30、愉快な4、気持
ちがよい3、享楽的な、テンショ
ンの高い、爽やかな、興味の
ない
41 3.4% 7 1.9%
つまらない3、爽やか
な、不快な、おもし
ろい
6 2.6% 4 2.9%
心/恐れ・怒
り・悔しさ
怖い13、恐ろしい12、薄気味
悪い2、惜しい2、不気味な、おっ
かない、気味が悪い
32 2.7% 7 1.9% 惨めな2 2 0.9% 1 0.7%
心/安心・焦
燥・満足
頼もしい4、のんきな3、心の
丈夫な、能天気な、心が安ら
かな
10 0.8% 5 1.4% 平気な、冷静な 2 0.9% 2 1.5%
心/苦悩・悲
哀
寂しい3、鬱陶しい、情けない、
厄介な 6 0.5% 4 1.1%
寂しい3、情けない2、
悲観的な 6 2.6% 3 2.2%
心/好悪・愛
憎
気の毒な10、かわいい9、かわ
いそうな9、感じがよい8、可
愛らしい5、魅力的な4、哀れ
な3、憎らしい2、好きな・の2、
懐かしい2、嫌な2、嫌らしい2、
嫉妬心のない、義理人情に厚
い、可憐な・の、奥ゆかしい、
チャーミングな、情がない、
キュートな、愛しい、無慈悲な、
不憫な、憎い、子供好きな
70 5.9% 24 6.6%
哀れな2、魅力的な、
気の毒な、かわいそ
うな、好ましい
6 2.6% 5 3.6%
心/敬意・感
謝・信頼など ありがたい 1 0.1% 1 0.3% 0 0.0% 0 0.0%
心/表情・態
度
愛想がよい2、無表情な、ぶっ
きらぼうな、表情豊かな 5 0.4% 4 1.1% 無表情な 1 0.4% 1 0.7%
心/信念・努
力・忍耐
芯の強い2、我慢強い2、几帳
面な2、熱い2、忍耐強い、勤
勉な、ぐうたらな、執念深い
12 1.0% 8 2.2% 忍耐強い、辛抱強い、熱心な 3 1.3% 3 2.2%
心/自信・誇
り・恥・反省 図々しい2、プライドが高い 3 0.3% 2 0.5% 恥ずかしい2 2 0.9% 1 0.7%
心/欲望・期
待・失望
吝嗇な3、名誉心の強い2、恬
淡な、無欲な、けちな 8 0.7% 5 1.4% 独占欲の強い 1 0.4% 1 0.7%
心/意志 勝手な3、自由な2、いい加減な2、不注意な、気まぐれな 9 0.8% 5 1.4%
意識的な3、自由な、
いい加減な、思い切
りのよい
6 2.6% 4 2.9%
心/判断・推
測・評価 意外な 1 0.1% 1 0.3% 0 0.0% 0 0.0%
心/詳細・正
確・不思議
不思議な12、用心深い2、疑り
深い、疑い深い、未知の、謎
の多い、奇態な
19 1.6% 7 1.9% 不思議な2、正体の怪しい、未知の 4 1.8% 3 2.2%
心/意味・問
題・趣旨など 大切な18、大事な7、重要な 26 2.2% 3 0.8%
大切な4、重要な、
大事な 6 2.6% 3 2.2%
心/説・論・
主義
楽観的な、保守的な、精神的
な、孤高な 4 0.3% 4 1.1% 現実的な、実際的な 2 0.9% 2 1.5%
言語/言語活
動
うるさい3、無口な3、喧しい、
口が重い、口数が多い、口数
が少ない、話がきれいな
11 0.9% 7 1.9% 寡黙な 1 0.4% 1 0.7%
言語/評判 有名な14、名高い2、評判の悪い、評判の、噂のない 19 1.6% 5 1.4% 評判のよい 1 0.4% 1 0.7%
生活/文化・
歴史・風俗
無粋な、センスのよい、粋な、
ハイカラな、地味な 5 0.4% 5 1.4% 0 0.0% 0 0.0%
生活/人生・
禍福
幸せな9、不幸な6、幸福な4、
運のよい3、運の悪い2、運の
ない、おめでたい、ラッキー
な、運の強い、アンラッキー
な、悲劇の、物騒な
31 2.6% 12 3.3%
運のよい2、不幸な2、
霊的な、おめでたい、
幸運な
7 3.1% 5 3.6%
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う違いが見られる。例えば、「ばかな女」「ふしだらな女」「賢い女性」「上品な女性」などである。
また、「女性」については、【美醜】（美しい）や【人柄】（快活な）など、印象面について特徴づけ
るものが多い。一方、「女」は、【才能】（ばかな）、【人柄】（強情な）など、内面について特徴づけ
るものが多い。「男性」も、肯定的な評価に集中する傾向が見られるが、「男」には、そうした偏り
はない。
表10　「男」「男性」とくみあわさる形容詞
部門
形容詞
分類項目 男（927・419）
頻度
比率
異なり語数
異な
り語
数の
比率
男性
(19・15）
頻度
比率
異なり語数
異な
り語
数の
比率
抽象的関係
真偽/真偽・
是非 正しい 1 0.1% 1 0.2% まともな 1 5.3% 1 6.7%
真偽/本体・
代理 模範的な 1 0.1% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
類/等級・
系列 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
存在/存在 目立たない2、影が薄い 3 0.3% 2 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
存在/必然
性 しようがない2、救いようがない、仕方がない 4 0.4% 3 0.7% 　 0 0.0% 0 0.0%
様相/趣・
調子
立派な13、とんでもない2、見事な、天晴れな・
なる 17 1.8% 4 1.0%
すばらし
い 1 5.3% 1 6.7%
様相/特徴
妙な15、平凡な6、おかしな3、普通の4、おかし
い2、珍しい2、風変わりな、けたはずれの、取
り柄のない、変な、型破りの
37 4.0% 11 2.6% 　 0 0.0% 0 0.0%
様相/良不
良・ 適 不
適
いい68、だめな8、悪い4、善良な2、悪くない、
根のいい、恰好よくない、うってつけの 86 9.3% 8 1.9% 理想的な 1 5.3% 1 6.7%
様相/調和・
混乱 めちゃくちゃな 1 0.1% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
様相/弛緩・
粗密・繁簡 単純な6、複雑な 7 0.8% 2 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
様相/美醜
美しい3、醜い2、風采の立派な、はでやかな、
派手な、ハンサムな、風采のよい、不細工な、
きれいな、人相の悪い
13 1.4% 10 2.4% 容姿の美しい 1 5.3% 1 6.7%
様相/難易・
安危 危険な5、どうしようもない 6 0.6% 2 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
力/力 すごい4、強靭な、弱い 6 0.6% 3 0.7% 　 0 0.0% 0 0.0%
作用/限定・
優劣 優秀な3 3 0.3% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
時間/新旧・
遅速 旧式な 1 0.1% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
時間/時間
的前後 初めての 1 0.1% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
形/形 ごつし、いかつい 2 0.2% 2 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
量/多少 数少ない、数の多い 2 0.2% 2 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
量/広狭・
大小 大きな8、小さな3、巨大な2、でかい 14 1.5% 4 1.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
量/速度 機敏な3、すばしこい、敏捷な 5 0.5% 3 0.7% 　 0 0.0% 0 0.0%
量/寒暖 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
量/程度 最低な・の5、したたかな5、大した3、相当な2、相当な2、最適な・の、大変な 19 2.0% 7 1.7% 最高の 1 5.3% 1 6.7%
量/限度 際限のない 1 0.1% 1 0.2% 完璧な 1 5.3% 1 6.7%
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精神及び行為
待遇/待遇・
礼など
親切な16、ひどい10、厳格な6、
厳しい6、冷たい5、残酷な3、
失礼な3、懐の深い2、腰が低
い2、傲慢な2、思いやりがな
い2、つれない、意地悪な、随
分な、人使いの荒い、底意地
の悪い、丁重な、陰険な、礼
儀正しい、順応性の高い、細
やかな、罪な
68 5.7% 22 6.0% ひどい2、失敬な、甘い、冷たい、冷酷な 6 2.6% 5 3.6%
経済/経済・
収支 質素な、必要な 2 0.2% 2 0.5% 有用な2、必要な2 4 1.8% 2 1.5%
経済/貧富 贅沢な、豊かな 2 0.2% 2 0.5% 贅沢な、富裕な 2 0.9% 2 1.5%
自然現象
自然/光 暗い2 2 0.2% 1 0.3% 0 0.0% 0 0.0%
自然/音 騒々しい、賑やかな 2 0.2% 2 0.5% 騒々しい2 2 0.9% 1 0.7%
自然/材質 純粋な3 3 0.3% 1 0.3% 0 0.0% 0 0.0%
生物/生物 0 0.0% 0 0.0% 無害な 1 0.4% 1 0.7%
身体/身体
背の高い6、背の低い3、色っ
ぽい、肌の白い、色の青白い、
体格がよい、小柄な
14 1.2% 7 1.9% 背の高い、背の低い 2 0.9% 2 1.5%
生命/生 若い8 8 0.7% 1 0.3% 0 0.0% 0 0.0%
生命/生理・
病気など
健康な4、元気な3、丈夫な2、
足が早い、頑丈な、弱い 12 1.0% 6 1.6% 0 0.0% 0 0.0%
４．２　「男」「女」「男性」「女性」―【主体/人間/男女】
　次は、【主体/人間/男女】における代表的な語彙である、「男」「女」「男性」「女性」を取り上げ
る。表10は、「男」「男性」とくみあわさる形容詞を、表11は、「女」「女性」とくみあわさる形容詞
を調査した結果を示したものである。なお、形容詞の分類項目については、「男」「男性」「女」「女
性」とくみあわさる形容詞のすべての項目を二つの表に同じ順番で並べている。
　まず、注目されるのは、「男性」がこのくみあわせに用いられることが「女性」に比べても非常
に少ないということである。それに対して、「男」は、頻度が最も高く、くみあわさる形容詞の範
囲も最も広い。
　また、頻度から見ると、「男」は【人柄】（やさしい）、【良不良・適不適】（いい）、【才能】（頭の
よい）という順、「女」は【良不良・適不適】（いい）、【人柄】（気が強い）、【好悪・愛憎】（かわい
い）／【生】（若い）という順である。「男」も「女」も【良不良・適不適】が多いのは、「いい男」
「いい女」が多いからである。これらは、「いい人」とは違って、主に外見に関する意味になる。
　一方、【良不良・適不適】と「女性」「男性」のくみあわせは見られなった。「女性」は、【趣・調
子】（すてきな）、【人柄】（快活な）、【美醜】（美しい）／【生】（若い）という順、「男性」は、【生】
（若い）、【身体】（小柄な）、【人柄】（控えめな）という順である。このように、【良不良・適不適】
を除けば、それぞれのトップになるのは、「男」「女」は【人柄】、女性は【趣・調子】、「男性」は
【生】である。そして、【人柄】の頻度が比較的に高いこと、異なり語数が最も多いことは、「男」
「女」「男性」「女性」に共通である。この点は、「人」とも共通である。
　さらに、くみあわさる形容詞をやや詳しくみると、【才能】【品行・威厳・行為】の項目に明らか
なように、「女」は否定的な評価を表すものが多く、「女性」は肯定的な評価を表すものが多いとい
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う違いが見られる。例えば、「ばかな女」「ふしだらな女」「賢い女性」「上品な女性」などである。
また、「女性」については、【美醜】（美しい）や【人柄】（快活な）など、印象面について特徴づけ
るものが多い。一方、「女」は、【才能】（ばかな）、【人柄】（強情な）など、内面について特徴づけ
るものが多い。「男性」も、肯定的な評価に集中する傾向が見られるが、「男」には、そうした偏り
はない。
表10　「男」「男性」とくみあわさる形容詞
部門
形容詞
分類項目 男（927・419）
頻度
比率
異なり語数
異な
り語
数の
比率
男性
(19・15）
頻度
比率
異なり語数
異な
り語
数の
比率
抽象的関係
真偽/真偽・
是非 正しい 1 0.1% 1 0.2% まともな 1 5.3% 1 6.7%
真偽/本体・
代理 模範的な 1 0.1% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
類/等級・
系列 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
存在/存在 目立たない2、影が薄い 3 0.3% 2 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
存在/必然
性 しようがない2、救いようがない、仕方がない 4 0.4% 3 0.7% 　 0 0.0% 0 0.0%
様相/趣・
調子
立派な13、とんでもない2、見事な、天晴れな・
なる 17 1.8% 4 1.0%
すばらし
い 1 5.3% 1 6.7%
様相/特徴
妙な15、平凡な6、おかしな3、普通の4、おかし
い2、珍しい2、風変わりな、けたはずれの、取
り柄のない、変な、型破りの
37 4.0% 11 2.6% 　 0 0.0% 0 0.0%
様相/良不
良・ 適 不
適
いい68、だめな8、悪い4、善良な2、悪くない、
根のいい、恰好よくない、うってつけの 86 9.3% 8 1.9% 理想的な 1 5.3% 1 6.7%
様相/調和・
混乱 めちゃくちゃな 1 0.1% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
様相/弛緩・
粗密・繁簡 単純な6、複雑な 7 0.8% 2 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
様相/美醜
美しい3、醜い2、風采の立派な、はでやかな、
派手な、ハンサムな、風采のよい、不細工な、
きれいな、人相の悪い
13 1.4% 10 2.4% 容姿の美しい 1 5.3% 1 6.7%
様相/難易・
安危 危険な5、どうしようもない 6 0.6% 2 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
力/力 すごい4、強靭な、弱い 6 0.6% 3 0.7% 　 0 0.0% 0 0.0%
作用/限定・
優劣 優秀な3 3 0.3% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
時間/新旧・
遅速 旧式な 1 0.1% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
時間/時間
的前後 初めての 1 0.1% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
形/形 ごつし、いかつい 2 0.2% 2 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
量/多少 数少ない、数の多い 2 0.2% 2 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
量/広狭・
大小 大きな8、小さな3、巨大な2、でかい 14 1.5% 4 1.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
量/速度 機敏な3、すばしこい、敏捷な 5 0.5% 3 0.7% 　 0 0.0% 0 0.0%
量/寒暖 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
量/程度 最低な・の5、したたかな5、大した3、相当な2、相当な2、最適な・の、大変な 19 2.0% 7 1.7% 最高の 1 5.3% 1 6.7%
量/限度 際限のない 1 0.1% 1 0.2% 完璧な 1 5.3% 1 6.7%
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精神及び行為
待遇/待遇・
礼など
親切な16、ひどい10、厳格な6、
厳しい6、冷たい5、残酷な3、
失礼な3、懐の深い2、腰が低
い2、傲慢な2、思いやりがな
い2、つれない、意地悪な、随
分な、人使いの荒い、底意地
の悪い、丁重な、陰険な、礼
儀正しい、順応性の高い、細
やかな、罪な
68 5.7% 22 6.0% ひどい2、失敬な、甘い、冷たい、冷酷な 6 2.6% 5 3.6%
経済/経済・
収支 質素な、必要な 2 0.2% 2 0.5% 有用な2、必要な2 4 1.8% 2 1.5%
経済/貧富 贅沢な、豊かな 2 0.2% 2 0.5% 贅沢な、富裕な 2 0.9% 2 1.5%
自然現象
自然/光 暗い2 2 0.2% 1 0.3% 0 0.0% 0 0.0%
自然/音 騒々しい、賑やかな 2 0.2% 2 0.5% 騒々しい2 2 0.9% 1 0.7%
自然/材質 純粋な3 3 0.3% 1 0.3% 0 0.0% 0 0.0%
生物/生物 0 0.0% 0 0.0% 無害な 1 0.4% 1 0.7%
身体/身体
背の高い6、背の低い3、色っ
ぽい、肌の白い、色の青白い、
体格がよい、小柄な
14 1.2% 7 1.9% 背の高い、背の低い 2 0.9% 2 1.5%
生命/生 若い8 8 0.7% 1 0.3% 0 0.0% 0 0.0%
生命/生理・
病気など
健康な4、元気な3、丈夫な2、
足が早い、頑丈な、弱い 12 1.0% 6 1.6% 0 0.0% 0 0.0%
４．２　「男」「女」「男性」「女性」―【主体/人間/男女】
　次は、【主体/人間/男女】における代表的な語彙である、「男」「女」「男性」「女性」を取り上げ
る。表10は、「男」「男性」とくみあわさる形容詞を、表11は、「女」「女性」とくみあわさる形容詞
を調査した結果を示したものである。なお、形容詞の分類項目については、「男」「男性」「女」「女
性」とくみあわさる形容詞のすべての項目を二つの表に同じ順番で並べている。
　まず、注目されるのは、「男性」がこのくみあわせに用いられることが「女性」に比べても非常
に少ないということである。それに対して、「男」は、頻度が最も高く、くみあわさる形容詞の範
囲も最も広い。
　また、頻度から見ると、「男」は【人柄】（やさしい）、【良不良・適不適】（いい）、【才能】（頭の
よい）という順、「女」は【良不良・適不適】（いい）、【人柄】（気が強い）、【好悪・愛憎】（かわい
い）／【生】（若い）という順である。「男」も「女」も【良不良・適不適】が多いのは、「いい男」
「いい女」が多いからである。これらは、「いい人」とは違って、主に外見に関する意味になる。
　一方、【良不良・適不適】と「女性」「男性」のくみあわせは見られなった。「女性」は、【趣・調
子】（すてきな）、【人柄】（快活な）、【美醜】（美しい）／【生】（若い）という順、「男性」は、【生】
（若い）、【身体】（小柄な）、【人柄】（控えめな）という順である。このように、【良不良・適不適】
を除けば、それぞれのトップになるのは、「男」「女」は【人柄】、女性は【趣・調子】、「男性」は
【生】である。そして、【人柄】の頻度が比較的に高いこと、異なり語数が最も多いことは、「男」
「女」「男性」「女性」に共通である。この点は、「人」とも共通である。
　さらに、くみあわさる形容詞をやや詳しくみると、【才能】【品行・威厳・行為】の項目に明らか
なように、「女」は否定的な評価を表すものが多く、「女性」は肯定的な評価を表すものが多いとい
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精神及び行為
行為/人柄
やさしい8、だらしがない7、律義な7、真面目な7、
おとなしい6、正直な6、臆病な5、頑固な5、気
が弱い5、義理堅い4、強情な4、気のよい4、物
静かな3、気弱な3、陰気な3、実直な3、気がや
さしい2、誠実な2、嫌な2、度量の小さい2、怒りっ
ぽい2、剛腹な2、意志が弱い2、意気地がない2、
明るい2、気が小さい2、潔癖な、負けぬ気の強い、
素直な、スケールの小さい、スケールの大きな、
人のよい、まめな、思慮深い、居心地がよい、性
根ない、難しい、信心深い、温厚な、信用のない、
無責任な、慎重な、そそっかしい、救い難い、考
え深い、偉大な・なる、謹直な、根のいい、度し難
い、楽天的な、シャイな、偏屈な、沈着な、剛
毅な、潔い、まっすぐな、無神経な、気が小さな、
物腰の柔らかい、勝ち気な、生真面目な、気が早い、
篤実な、気が短い、気さくな、小心な、気っぷ
のよい、調子のよい、執念深い、負けず嫌いな・の、
気前のよい、軽忽な、堅気な・の、陽気な、気
性の激しい、静かな、気質のやさしい、頭が固い、
気難しい、決断のない
154 16.6% 80 19.1%
控えめな、
おとなし
い
2 10.5% 2 13.3%
行為/才能
ばかな7、頭のよい5、有能な4、賢い3、天才的な
3、利口な2、凡庸な2、無能な・の2、勘がよい2、
間抜けな2、如才ない2、底が浅い2、欠点のない2、
要領のよい、頭の回転が速い、愚鈍な、呑み込
みの早い、敏腕な、頭が固い、俊敏な、聡い、
頭の悪い、記憶力のよい、勘が鋭い、鈍な、天晴
れな・なる、非常識な、物好きな、堪能な、独創
的な、愚図な、目がない、浅はかな、賢しい
59 6.4% 34 8.1% 才能豊かな 1 5.3% 1 6.7%
行為/威厳・
行儀・品行
恰幅がよい5、偉い5、狡猾な3、汚い3、狡い2、
卑劣な2、悪辣な2、女癖の悪い、不埒な、狂暴
な、好色な、粗暴な、小汚い、業の深い、乱暴な、
下品な、さもしい、礼儀のない、手が早い、腹
黒い、押し出しがよい、奸悪な、柄の悪い
38 4.1% 23 5.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
行為/行為・
活動
卑怯な3、無茶な2、無鉄砲な2、激しい、勇敢な・
なる、姑息な、押しも粘りも強い 11 1.2% 7 1.7% 凛 し々い 1 5.3% 1 6.7%
交わり/交
わり
人当たりの柔らかい、面倒見がよい、人付き合
いがよい、付き合いづらい 4 0.4% 4 1.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
待遇/待遇・
礼など
ひどい13、親切な8、傲慢な4、甘い2、冷酷な2、
水臭い、残酷な、傲岸な、無礼な、礼儀正しい、
失礼な、事務的な、謙虚な、意地の悪い
38 4.1% 14 3.3% 　 0 0.0% 0 0.0%
経済/経済・
収支 必要な、実用的な 2 0.2% 2 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
経済/貧富 贅沢な 1 0.1% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
自然現象
自然/音 声の大きい 1 0.1% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
自然/にお
い 酒臭い、臭い 2 0.2% 2 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
自然/材質 純粋な3 3 0.3% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
身体/身体
背の高い10、小柄な7、大柄な3、体の大きな2、
色の浅黒い2、体格の大きな、背丈の低い、体の
小さな、色っぽい、体格がよい、色の白い、華
奢な、体の細い、面長な、顔の長い、毛深い、
背の低い、小太りの
37 4.0% 18 4.3% 小柄な2、背の低い 3 15.8% 2 13.3%
生命/生 若い45、年若な・の、若々しい 47 5.1% 3 0.7% 若い4 4 21.1% 1 6.7%
生命/生理・
病気など
健康な4、頑丈な3、タフな2、足が早い、腕力
の強い、エネルギッシュな、たくましい、元気な、
強い
15 1.6% 9 2.1% 筋骨たくましい 1 5.3% 1 6.7%
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精神及び行為
心/心 多感な2、鋭敏な 3 0.3% 2 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/感覚 印象の強い 1 0.1% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/飢渇・
酔い・疲労・
睡眠など
退屈な 1 0.1% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/快・喜
び
おもしろい12、楽しい4、つまらない3、心持ちが
よい2、気持ちがよい2、痛快な、テンションの
高い
25 2.7% 7 1.7% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/恐れ・
怒り・悔し
さ
恐ろしい4、怖い3、気味が悪い2、惜しい、投げ
やりな、忌々しい、不気味な 13 1.4% 7 1.7% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/安心・
焦燥・満足
頼もしい3、頼りない2、のんきな、堅い、身軽な、
心の強い、気軽な、焦れったい 11 1.2% 8 1.9% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/苦悩・
悲哀 情けない9、面倒な、信頼の厚い、悲しい 12 1.3% 4 1.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/好悪・
愛憎
かわいそうな7、感じがよい4、嫌な3、哀れな2、
好きな・の2、気の毒な2、血も涙もない2、嫌ら
しい2、魅力的な2、薄情な、首ったけの、憎い、
嫌みな、憎体な、非情な、情が深い、嫉妬深い、
笑止な、感じが悪い
36 3.9% 19 4.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/敬意・
感謝・信頼
など
親不孝な 1 0.1% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/表情・
態度
愛想がよい2、愛想のない、無愛想な、愛想が悪
い 5 0.5% 4 1.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/信念・
努力・忍耐
しつこい5、執念深い4、執拗な2、熱心な2、我
慢強い、仕事熱心な、忍耐強い、健気な、熱い、
几帳面な、しぶとい、辛抱強い、勤勉な
22 2.4% 13 3.1% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/自信・
誇り・恥・
反省
図々しい4、厚かましい2、自信過剰な、太々しい、
自負心の強い、誇り高い、神経の太い、懲りな
い
12 1.3% 8 1.9% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/欲望・
期待・失望
計算高い3、抜け目ない3、無欲な2、けちな2、
禁欲的な、吝い、貪欲な、権勢欲の強い、欲望
の強い
15 1.6% 9 2.1% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/意志
いい加減な4、自分勝手な、あきらめのよい、自
己中心的な、身勝手な、勝手な、無造作な、迂
闊な
11 1.2% 8 1.9% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/詳細・正
確・不思議
奇妙な7、不思議な7、用心深い3、周到な2、未
知の2、疑り深い、克明な、奇怪な、綿密な、胡
乱な、明晰な、怪しい
28 3.0% 12 2.9% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/意味・
問題・趣旨
など
重要な、大切な、論理的な、ドグマティックな 4 0.4% 4 1.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/説・論・
主義 楽観的な 1 0.1% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/見聞き 耳敏い 1 0.1% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
言語/言語
活動
無口な12、寡黙な3、喧しい2、口がうまい2、口
が重い2、口が堅い、おしゃべりな 23 2.5% 7 1.7% 　 0 0.0% 0 0.0%
言語/評判 有名な2、評判のよい、評判のよくない、噂の多い、名高い、悪名高い 7 0.8% 6 1.4% 　 0 0.0% 0 0.0%
生活/文化・
歴史・風俗
書生風の、優雅な、野暮な、ろくでもない、安っ
ぽい、ハイカラな、貧相な、下劣な、けばけばしい、
低俗な
10 1.1% 10 2.4% むくつけき 1 5.3% 1 6.7%
生活/人生・
禍福
運の強い5、おめでたい4、運のよい4、幸せな4、
幸運な3、運の悪い2、幸福な2、運のない2、不
幸な2、不運な、間が悪い、騒がしい、皮肉な
32 3.5% 13 3.1% 　 0 0.0% 0 0.0%
生活/労働・
作業・休暇 忙しい6 6 0.6% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
生活/生活・
起臥 酒好きな 1 0.1% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
行為/身上 縁遠い2、孤独な・の2 4 0.4% 2 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
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行為/人柄
やさしい8、だらしがない7、律義な7、真面目な7、
おとなしい6、正直な6、臆病な5、頑固な5、気
が弱い5、義理堅い4、強情な4、気のよい4、物
静かな3、気弱な3、陰気な3、実直な3、気がや
さしい2、誠実な2、嫌な2、度量の小さい2、怒りっ
ぽい2、剛腹な2、意志が弱い2、意気地がない2、
明るい2、気が小さい2、潔癖な、負けぬ気の強い、
素直な、スケールの小さい、スケールの大きな、
人のよい、まめな、思慮深い、居心地がよい、性
根ない、難しい、信心深い、温厚な、信用のない、
無責任な、慎重な、そそっかしい、救い難い、考
え深い、偉大な・なる、謹直な、根のいい、度し難
い、楽天的な、シャイな、偏屈な、沈着な、剛
毅な、潔い、まっすぐな、無神経な、気が小さな、
物腰の柔らかい、勝ち気な、生真面目な、気が早い、
篤実な、気が短い、気さくな、小心な、気っぷ
のよい、調子のよい、執念深い、負けず嫌いな・の、
気前のよい、軽忽な、堅気な・の、陽気な、気
性の激しい、静かな、気質のやさしい、頭が固い、
気難しい、決断のない
154 16.6% 80 19.1%
控えめな、
おとなし
い
2 10.5% 2 13.3%
行為/才能
ばかな7、頭のよい5、有能な4、賢い3、天才的な
3、利口な2、凡庸な2、無能な・の2、勘がよい2、
間抜けな2、如才ない2、底が浅い2、欠点のない2、
要領のよい、頭の回転が速い、愚鈍な、呑み込
みの早い、敏腕な、頭が固い、俊敏な、聡い、
頭の悪い、記憶力のよい、勘が鋭い、鈍な、天晴
れな・なる、非常識な、物好きな、堪能な、独創
的な、愚図な、目がない、浅はかな、賢しい
59 6.4% 34 8.1% 才能豊かな 1 5.3% 1 6.7%
行為/威厳・
行儀・品行
恰幅がよい5、偉い5、狡猾な3、汚い3、狡い2、
卑劣な2、悪辣な2、女癖の悪い、不埒な、狂暴
な、好色な、粗暴な、小汚い、業の深い、乱暴な、
下品な、さもしい、礼儀のない、手が早い、腹
黒い、押し出しがよい、奸悪な、柄の悪い
38 4.1% 23 5.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
行為/行為・
活動
卑怯な3、無茶な2、無鉄砲な2、激しい、勇敢な・
なる、姑息な、押しも粘りも強い 11 1.2% 7 1.7% 凛 し々い 1 5.3% 1 6.7%
交わり/交
わり
人当たりの柔らかい、面倒見がよい、人付き合
いがよい、付き合いづらい 4 0.4% 4 1.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
待遇/待遇・
礼など
ひどい13、親切な8、傲慢な4、甘い2、冷酷な2、
水臭い、残酷な、傲岸な、無礼な、礼儀正しい、
失礼な、事務的な、謙虚な、意地の悪い
38 4.1% 14 3.3% 　 0 0.0% 0 0.0%
経済/経済・
収支 必要な、実用的な 2 0.2% 2 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
経済/貧富 贅沢な 1 0.1% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
自然現象
自然/音 声の大きい 1 0.1% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
自然/にお
い 酒臭い、臭い 2 0.2% 2 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
自然/材質 純粋な3 3 0.3% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
身体/身体
背の高い10、小柄な7、大柄な3、体の大きな2、
色の浅黒い2、体格の大きな、背丈の低い、体の
小さな、色っぽい、体格がよい、色の白い、華
奢な、体の細い、面長な、顔の長い、毛深い、
背の低い、小太りの
37 4.0% 18 4.3% 小柄な2、背の低い 3 15.8% 2 13.3%
生命/生 若い45、年若な・の、若々しい 47 5.1% 3 0.7% 若い4 4 21.1% 1 6.7%
生命/生理・
病気など
健康な4、頑丈な3、タフな2、足が早い、腕力
の強い、エネルギッシュな、たくましい、元気な、
強い
15 1.6% 9 2.1% 筋骨たくましい 1 5.3% 1 6.7%
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精神及び行為
心/心 多感な2、鋭敏な 3 0.3% 2 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/感覚 印象の強い 1 0.1% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/飢渇・
酔い・疲労・
睡眠など
退屈な 1 0.1% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/快・喜
び
おもしろい12、楽しい4、つまらない3、心持ちが
よい2、気持ちがよい2、痛快な、テンションの
高い
25 2.7% 7 1.7% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/恐れ・
怒り・悔し
さ
恐ろしい4、怖い3、気味が悪い2、惜しい、投げ
やりな、忌々しい、不気味な 13 1.4% 7 1.7% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/安心・
焦燥・満足
頼もしい3、頼りない2、のんきな、堅い、身軽な、
心の強い、気軽な、焦れったい 11 1.2% 8 1.9% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/苦悩・
悲哀 情けない9、面倒な、信頼の厚い、悲しい 12 1.3% 4 1.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/好悪・
愛憎
かわいそうな7、感じがよい4、嫌な3、哀れな2、
好きな・の2、気の毒な2、血も涙もない2、嫌ら
しい2、魅力的な2、薄情な、首ったけの、憎い、
嫌みな、憎体な、非情な、情が深い、嫉妬深い、
笑止な、感じが悪い
36 3.9% 19 4.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/敬意・
感謝・信頼
など
親不孝な 1 0.1% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/表情・
態度
愛想がよい2、愛想のない、無愛想な、愛想が悪
い 5 0.5% 4 1.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/信念・
努力・忍耐
しつこい5、執念深い4、執拗な2、熱心な2、我
慢強い、仕事熱心な、忍耐強い、健気な、熱い、
几帳面な、しぶとい、辛抱強い、勤勉な
22 2.4% 13 3.1% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/自信・
誇り・恥・
反省
図々しい4、厚かましい2、自信過剰な、太々しい、
自負心の強い、誇り高い、神経の太い、懲りな
い
12 1.3% 8 1.9% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/欲望・
期待・失望
計算高い3、抜け目ない3、無欲な2、けちな2、
禁欲的な、吝い、貪欲な、権勢欲の強い、欲望
の強い
15 1.6% 9 2.1% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/意志
いい加減な4、自分勝手な、あきらめのよい、自
己中心的な、身勝手な、勝手な、無造作な、迂
闊な
11 1.2% 8 1.9% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/詳細・正
確・不思議
奇妙な7、不思議な7、用心深い3、周到な2、未
知の2、疑り深い、克明な、奇怪な、綿密な、胡
乱な、明晰な、怪しい
28 3.0% 12 2.9% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/意味・
問題・趣旨
など
重要な、大切な、論理的な、ドグマティックな 4 0.4% 4 1.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/説・論・
主義 楽観的な 1 0.1% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/見聞き 耳敏い 1 0.1% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
言語/言語
活動
無口な12、寡黙な3、喧しい2、口がうまい2、口
が重い2、口が堅い、おしゃべりな 23 2.5% 7 1.7% 　 0 0.0% 0 0.0%
言語/評判 有名な2、評判のよい、評判のよくない、噂の多い、名高い、悪名高い 7 0.8% 6 1.4% 　 0 0.0% 0 0.0%
生活/文化・
歴史・風俗
書生風の、優雅な、野暮な、ろくでもない、安っ
ぽい、ハイカラな、貧相な、下劣な、けばけばしい、
低俗な
10 1.1% 10 2.4% むくつけき 1 5.3% 1 6.7%
生活/人生・
禍福
運の強い5、おめでたい4、運のよい4、幸せな4、
幸運な3、運の悪い2、幸福な2、運のない2、不
幸な2、不運な、間が悪い、騒がしい、皮肉な
32 3.5% 13 3.1% 　 0 0.0% 0 0.0%
生活/労働・
作業・休暇 忙しい6 6 0.6% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
生活/生活・
起臥 酒好きな 1 0.1% 1 0.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
行為/身上 縁遠い2、孤独な・の2 4 0.4% 2 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
189
岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要第45号 （2018.３）
精神及び行為
心/安心・
焦燥・満足 心の強い、堅い 2 0.4% 2 1.1% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/苦悩・
悲哀 淋しい2、厄介な 3 0.7% 2 1.1% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/好悪・
愛憎
かわいい12、哀れな3、魅力的な2、
感じがよい2、床しい、世話好きな、
嫌らしい、可憐な・の、恋しい、憎
い、かわいそうな、憎らしい、気の
毒な、嫉妬深い、いけ好かない、嫌
な
31 6.9% 16 8.7%
魅力的な8、かわいい3、
情が深い、チャーミン
グな、好ましい
14 8.5% 5 5.9%
心/敬意・
感謝・信頼
など
　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/表情・
態度 可愛げのない 1 0.2% 1 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/信念・
努力・忍耐 執念深い2、辛棒のいい、芯の強い 4 0.9% 3 1.6% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/自信・
誇り・恥・
反省
図々しい 1 0.2% 1 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/欲望・
期 待・ 失
望
計算高い、虫のよい 2 0.4% 2 1.1% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/意志 勝手な、いい加減な、迂闊な、わがままな・の、利己的な 5 1.1% 5 2.7% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/詳細・
正 確・ 不
思議
不思議な5、用心深い2、怪しい、分
かりやすい 9 2.0% 4 2.2% 不思議な2、奇妙な 3 1.8% 2 2.4%
心/意味・
問 題・ 趣
旨など
大切な2、大事な2、合理的な 5 1.1% 3 1.6% 常識的な 1 0.6% 1 1.2%
心/説・論・
主義 　 0 0.0% 0 0.0% ロマンチックな 1 0.6% 1 1.2%
心/見聞き 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
言語/言語
活動
うるさい2、口が悪い、口数が少ない、
口が堅い 5 1.1% 4 2.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
言語/評判 　 0 0.0% 0 0.0% 有名な2 2 1.2% 1 1.2%
生活/文化・
歴史・風俗 モダンな、都会風の、現代風の 3 0.7% 3 1.6%
エレガントな2、地味
な、おしゃれな、古
風な
5 3.0% 4 4.7%
生活/人生・
禍福
幸せな7、不幸な3、不運な、運の強
い、運のよい 13 2.9% 5 2.7% 幸せな、不幸せな 2 1.2% 2 2.4%
生活/労働・
作業・休暇 忙しい2 2 0.4% 1 0.5% 多忙な 1 0.6% 1 1.2%
生活/生活・
起臥 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
行為/身上 孤独な・の、羽振りのよい 2 0.4% 2 1.1% 高貴な・の 1 0.6% 1 1.2%
行為/人柄
気が強い9、やさしい5、嫌な5、強
情な3、気のよい2、気高い2、気っ
ぷのよい2、気持ちがよい2、真面目
な、せっかちな、ナルシストな、気
さくな、無邪気な、勝ち気な、しと
やかな、気性の激しい、気立てのよ
い、心の広い、気位の高い、忠実な、
意地の強い、気立のよい、意志が強
い、無責任な、控えめな、生真面目
な、気が多い、神経の細かい、素直な、
陽気な、おとなしい
53 11.8% 31 16.8%
明るい3、気さくな2、
物静かな2、内気な2、
気弱な2、人のよい、
気っぷのよい、やさ
しい、慎重な、穏や
か な、 負 け ず 嫌 い
な・の、おとなしい、
気が強い
19 11.5% 13 15.3%
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表11　「女」「女性」とくみあわさる形容詞
部門
形容詞
分類項目 女（450・184）
頻度
比率
異なり語数
異な
り語
数の
比率
女性（165・85）
頻度
比率
異なり語数
異な
り語
数の
比率
抽象的関係
真偽/真偽・
是非 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
真偽/本体・
代理 掛け替えのない 1 0.2% 1 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
類/等級・
系列 　 0 0.0% 0 0.0% 最高級の 1 0.6% 1 1.2%
存在/存在 　 0 0.0% 0 0.0% 目立たない 1 0.6% 1 1.2%
存在/必然
性 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
様相/趣・
調子 すばらしい3、とんでもない3、立派な 7 1.6% 3 1.6%
すてきな11、すばら
しい10、立派な2 23 13.9% 3 3.5%
様相/特徴
平凡な6、変な5、特別な・の3、お
かしな3、妙な3、普通の2、申し分
がない、例外的な
24 5.3% 8 4.3% 普 通 の3、 珍 し い、特別な・の、平凡な 6 3.6% 4 4.7%
様相/良不
良・ 適 不
適
いい83、悪い12、理想的な、だめな、
似つかわしくない 98 21.8% 5 2.7% 　 0 0.0% 0 0.0%
様相/調和・
混乱 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
様相/弛緩・
粗密・繁簡 ややこしい、きつい 2 0.4% 2 1.1% 　 0 0.0% 0 0.0%
様相/美醜
きれいな10、美しい8、華やかな、
派手な、姿のいい、不細工な、見た
目のよい、小ぎれいな
24 5.3% 8 4.3% 美しい10、きれいな4、華やかな、艶やかな 16 9.7% 4 4.7%
様相/難易・
安危
どうしようもない2、言い難い、不自由
な 4 0.9% 3 1.6% 危険な 1 0.6% 1 1.2%
力/力 強い5、非力な、弱い 7 1.6% 3 1.6% パワフルな、強い 2 1.2% 2 2.4%
作用/限定・
優劣 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
時間/新旧・
遅速 古い2、新しい 3 0.7% 2 1.1% 　 0 0.0% 0 0.0%
時間/時間
的前後 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
形/形 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
量/多少 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
量/広狭・
大小 小さな 1 0.2% 1 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
量/速度 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
量/寒暖 　 0 0.0% 0 0.0% 温和な 1 0.6% 1 1.2%
量/程度 したたかな4、大した3、最高の2、相当な、かなりな・の、大変な 12 2.7% 6 3.3%
大変な2、最高の、し
たたかな 4 2.4% 3 3.5%
量/限度 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
精神及び行為
心/心 鈍感な、癇の強い 2 0.4% 2 1.1% 多情な 1 0.6% 1 1.2%
心/感覚 　 0 0.0% 0 0.0% 印象的な 1 0.6% 1 1.2%
心/飢渇・
酔 い・ 疲
労・ 睡 眠
など
　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/快・喜
び 清々しい、愉快な、つまらない 3 0.7% 3 1.6%
楽しい2、不愉快な、
お も し ろ い、 ハ ッ
ピーな
5 3.0% 4 4.7%
心/恐れ・
怒り・悔し
さ
恐ろしい13、怖い4、すごい2、おっ
かない、忌々しい 21 4.7% 5 2.7% 怖い 1 0.6% 1 1.2%
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精神及び行為
心/安心・
焦燥・満足 心の強い、堅い 2 0.4% 2 1.1% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/苦悩・
悲哀 淋しい2、厄介な 3 0.7% 2 1.1% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/好悪・
愛憎
かわいい12、哀れな3、魅力的な2、
感じがよい2、床しい、世話好きな、
嫌らしい、可憐な・の、恋しい、憎
い、かわいそうな、憎らしい、気の
毒な、嫉妬深い、いけ好かない、嫌
な
31 6.9% 16 8.7%
魅力的な8、かわいい3、
情が深い、チャーミン
グな、好ましい
14 8.5% 5 5.9%
心/敬意・
感謝・信頼
など
　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/表情・
態度 可愛げのない 1 0.2% 1 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/信念・
努力・忍耐 執念深い2、辛棒のいい、芯の強い 4 0.9% 3 1.6% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/自信・
誇り・恥・
反省
図々しい 1 0.2% 1 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/欲望・
期 待・ 失
望
計算高い、虫のよい 2 0.4% 2 1.1% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/意志 勝手な、いい加減な、迂闊な、わがままな・の、利己的な 5 1.1% 5 2.7% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/詳細・
正 確・ 不
思議
不思議な5、用心深い2、怪しい、分
かりやすい 9 2.0% 4 2.2% 不思議な2、奇妙な 3 1.8% 2 2.4%
心/意味・
問 題・ 趣
旨など
大切な2、大事な2、合理的な 5 1.1% 3 1.6% 常識的な 1 0.6% 1 1.2%
心/説・論・
主義 　 0 0.0% 0 0.0% ロマンチックな 1 0.6% 1 1.2%
心/見聞き 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
言語/言語
活動
うるさい2、口が悪い、口数が少ない、
口が堅い 5 1.1% 4 2.2% 　 0 0.0% 0 0.0%
言語/評判 　 0 0.0% 0 0.0% 有名な2 2 1.2% 1 1.2%
生活/文化・
歴史・風俗 モダンな、都会風の、現代風の 3 0.7% 3 1.6%
エレガントな2、地味
な、おしゃれな、古
風な
5 3.0% 4 4.7%
生活/人生・
禍福
幸せな7、不幸な3、不運な、運の強
い、運のよい 13 2.9% 5 2.7% 幸せな、不幸せな 2 1.2% 2 2.4%
生活/労働・
作業・休暇 忙しい2 2 0.4% 1 0.5% 多忙な 1 0.6% 1 1.2%
生活/生活・
起臥 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
行為/身上 孤独な・の、羽振りのよい 2 0.4% 2 1.1% 高貴な・の 1 0.6% 1 1.2%
行為/人柄
気が強い9、やさしい5、嫌な5、強
情な3、気のよい2、気高い2、気っ
ぷのよい2、気持ちがよい2、真面目
な、せっかちな、ナルシストな、気
さくな、無邪気な、勝ち気な、しと
やかな、気性の激しい、気立てのよ
い、心の広い、気位の高い、忠実な、
意地の強い、気立のよい、意志が強
い、無責任な、控えめな、生真面目
な、気が多い、神経の細かい、素直な、
陽気な、おとなしい
53 11.8% 31 16.8%
明るい3、気さくな2、
物静かな2、内気な2、
気弱な2、人のよい、
気っぷのよい、やさ
しい、慎重な、穏や
か な、 負 け ず 嫌 い
な・の、おとなしい、
気が強い
19 11.5% 13 15.3%
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表11　「女」「女性」とくみあわさる形容詞
部門
形容詞
分類項目 女（450・184）
頻度
比率
異なり語数
異な
り語
数の
比率
女性（165・85）
頻度
比率
異なり語数
異な
り語
数の
比率
抽象的関係
真偽/真偽・
是非 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
真偽/本体・
代理 掛け替えのない 1 0.2% 1 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
類/等級・
系列 　 0 0.0% 0 0.0% 最高級の 1 0.6% 1 1.2%
存在/存在 　 0 0.0% 0 0.0% 目立たない 1 0.6% 1 1.2%
存在/必然
性 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
様相/趣・
調子 すばらしい3、とんでもない3、立派な 7 1.6% 3 1.6%
すてきな11、すばら
しい10、立派な2 23 13.9% 3 3.5%
様相/特徴
平凡な6、変な5、特別な・の3、お
かしな3、妙な3、普通の2、申し分
がない、例外的な
24 5.3% 8 4.3% 普 通 の3、 珍 し い、特別な・の、平凡な 6 3.6% 4 4.7%
様相/良不
良・ 適 不
適
いい83、悪い12、理想的な、だめな、
似つかわしくない 98 21.8% 5 2.7% 　 0 0.0% 0 0.0%
様相/調和・
混乱 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
様相/弛緩・
粗密・繁簡 ややこしい、きつい 2 0.4% 2 1.1% 　 0 0.0% 0 0.0%
様相/美醜
きれいな10、美しい8、華やかな、
派手な、姿のいい、不細工な、見た
目のよい、小ぎれいな
24 5.3% 8 4.3% 美しい10、きれいな4、華やかな、艶やかな 16 9.7% 4 4.7%
様相/難易・
安危
どうしようもない2、言い難い、不自由
な 4 0.9% 3 1.6% 危険な 1 0.6% 1 1.2%
力/力 強い5、非力な、弱い 7 1.6% 3 1.6% パワフルな、強い 2 1.2% 2 2.4%
作用/限定・
優劣 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
時間/新旧・
遅速 古い2、新しい 3 0.7% 2 1.1% 　 0 0.0% 0 0.0%
時間/時間
的前後 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
形/形 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
量/多少 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
量/広狭・
大小 小さな 1 0.2% 1 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
量/速度 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
量/寒暖 　 0 0.0% 0 0.0% 温和な 1 0.6% 1 1.2%
量/程度 したたかな4、大した3、最高の2、相当な、かなりな・の、大変な 12 2.7% 6 3.3%
大変な2、最高の、し
たたかな 4 2.4% 3 3.5%
量/限度 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
精神及び行為
心/心 鈍感な、癇の強い 2 0.4% 2 1.1% 多情な 1 0.6% 1 1.2%
心/感覚 　 0 0.0% 0 0.0% 印象的な 1 0.6% 1 1.2%
心/飢渇・
酔 い・ 疲
労・ 睡 眠
など
　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
心/快・喜
び 清々しい、愉快な、つまらない 3 0.7% 3 1.6%
楽しい2、不愉快な、
お も し ろ い、 ハ ッ
ピーな
5 3.0% 4 4.7%
心/恐れ・
怒り・悔し
さ
恐ろしい13、怖い4、すごい2、おっ
かない、忌々しい 21 4.7% 5 2.7% 怖い 1 0.6% 1 1.2%
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表12　「母親」「父親」とくみあわさる形容詞
部門 形容詞分類項目 母親（35・29） 頻度 比率 父親（33・23） 頻度 比率
抽象的
関係
真偽/真偽・是非 本当の、まともな 2 6% 本当の 1 3%
真偽/本体・代理 掛け替えのない 1 3% 　 0 0%
様相/趣・調子 とんでもない 1 3% すばらしい 1 3%
様相/特徴 ユニークな、珍しい、変な 3 9% 妙な 1 3%
様相/良不良・適不適 悪い3、いい 4 11% いい4、だめな2、悪い、善良な 8 24%
様相/美醜 美しい 1 3% 　 0 0%
様相/難易・安危 　 0 0% 危ない 1 3%
精神
及び
行為
心/安心・焦燥・満足 のんきな、馴染深い 2 6% 　 0 0%
心/苦悩・悲哀 　 0 0% 情けない 1 3%
心/好悪・愛憎 旅行ずきの、可愛らしい 2 6% 哀れな、嫌いな、好きな・の 3 9%
心/信念・努力・忍耐 　 0 0% 熱心な 1 3%
言語/言語活動 能弁な、無口な 2 6% 　 0 0%
行為/人柄 淡泊な・の 1 3% やさしい3、無責任な、かたくなな 5 15%
行為/才能 未熟な、賢い、聡明な 3 9% 愚かな 1 3%
行為/威厳・行儀・品行 心掛けのよい2、偉い 3 9% 　 0 0%
待遇/待遇・礼など ひどい2、大甘な・の、残酷な、冷たい 5 14%
ひどい5、大甘な・の、厳格な、冷た
い、失敬な、厳しい 10 30%
経済/貧富 貧しい 1 3% 　 0 0%
自然
現象
生命/生 若い3 3 9% 　 0 0%
生命/生理・病気など 健康な 1 3% 　 0 0%
４．４　｢画家｣ ｢タレント｣ ｢職人｣ ｢弁護士｣ ｢刑事｣「教師」—【主体/成員】
　表13と表14は、【主体/成員】における職業を表す名詞のうち、頻度が比較的に高い名詞とくみ
あわさる形容詞を調査した結果を示したものである。これらは、それ自体が《質》規定になってい
るので、このくみあわせで用いられることは、非常に少ない。また、形容詞の項目もかなり限られ
ている。そして、名詞（つまり、職業）によって、それとくみあわさりやすい形容詞の傾向に違い
が見られる。例えば、「画家」「タレント」は【評判】（有名な、売れない）、「職人」は【才能】（腕
のよい）、弁護士は【才能】（抜け目ない）と【限定・優劣】（優秀な）、「刑事」は【限定・優劣】（優
秀な）「教師」は【良不良・適不適】（いい）が多い。
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精神及び行為
行為/才能
ばかな8、頭のよい3、生意気な3、賢
い2、気が利かない、愚かな、どん臭い、
不束な、達者な、仕事が早い、できの
悪い、利口な
24 5.3% 12 6.5%
賢い2、聡明な2、頭
の よ い2、 賢 明 な、
教養豊かな、有能な、
明哲な
10 6.1% 7 8.2%
行為/威厳・
行儀・品行
ふしだらな2、身持ちの固い、狡い、
がさつな、淫乱な、スケベな、色ご
と好きの、不貞な、身持ちの悪い、
偉い、好色な
12 2.7% 11 6.0% 品のよい2、上品な 3 1.8% 2 2.4%
行為/行為・
活動 大胆な、気丈な、大胆積極的な 3 0.7% 3 1.6%
気丈な4、積極的な、
元気のよい、勇敢な・
なる
7 4.2% 4 4.7%
交わり/交
わり 家庭的な 1 0.2% 1 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
待遇/待遇・
礼など
ひどい3、親切な2、意地悪な2、高
慢な、底意地の悪い、冷たい、甘い 11 2.4% 7 3.8% 　 0 0.0% 0 0.0%
経済/経済・
収支 　 0 0.0% 0 0.0% 不可欠な 1 0.6% 1 1.2%
経済/貧富 贅沢な、貧乏くさい 2 0.4% 2 1.1% 　 0 0.0% 0 0.0%
自然現象
自然/音 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
自然/にお
い 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
自然/材質 固い 1 0.2% 1 0.5% ハードな、純粋な 2 1.2% 2 2.4%
身体/身体
小柄な5、背の高い3、色っぽい2、
姿の美しい、大柄な、小作りの、小
太りの
14 3.1% 7 3.8%
大柄な4、小柄な3、
背の高い2、豊満な、
ふくよかな、背の低
い
12 7.3% 6 7.1%
生命/生 若い30、年若い 31 6.9% 2 1.1% 若い14、か弱い、初々しい 16 9.7% 3 3.5%
生命/生理・
病気など 健康な 1 0.2% 1 0.5% 元気な、たくましい 2 1.2% 2 2.4%
４．３　「母親」「父親」―【主体/家族/親・先祖】
　表12は、【主体/家族/親・先祖】における、「母親」「父親」とくみあわさる形容詞を調査した結
果を示したものである。この表から、「母親」「父親」は、このくみあわせで用いられることや関係
する形容詞の項目が非常に少ないことがわかる。くみあわさる形容詞によって、主語にすえられた
人を「母親」として「父親」として評価している。
　主語にすえられた人を「親」として評価するにあたっては、【待遇・礼など】（ひどい、大甘な）、【良
不良・適不適】（いい、悪い）といった形容詞が多く使われている。この点においては、「母親」と
「父親」は共通である。語彙のバリエーションについても、特に違いが見られなかった。「人」「男」
などとの違いとして最も特徴的なのは、【待遇・礼など】が非常に多く用いられていることである。
それは、子供に対する態度がどうであるかといった観点からの特徴づけが、「親」としての人の特
徴づけとして基本的であるからであろう。
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表12　「母親」「父親」とくみあわさる形容詞
部門 形容詞分類項目 母親（35・29） 頻度 比率 父親（33・23） 頻度 比率
抽象的
関係
真偽/真偽・是非 本当の、まともな 2 6% 本当の 1 3%
真偽/本体・代理 掛け替えのない 1 3% 　 0 0%
様相/趣・調子 とんでもない 1 3% すばらしい 1 3%
様相/特徴 ユニークな、珍しい、変な 3 9% 妙な 1 3%
様相/良不良・適不適 悪い3、いい 4 11% いい4、だめな2、悪い、善良な 8 24%
様相/美醜 美しい 1 3% 　 0 0%
様相/難易・安危 　 0 0% 危ない 1 3%
精神
及び
行為
心/安心・焦燥・満足 のんきな、馴染深い 2 6% 　 0 0%
心/苦悩・悲哀 　 0 0% 情けない 1 3%
心/好悪・愛憎 旅行ずきの、可愛らしい 2 6% 哀れな、嫌いな、好きな・の 3 9%
心/信念・努力・忍耐 　 0 0% 熱心な 1 3%
言語/言語活動 能弁な、無口な 2 6% 　 0 0%
行為/人柄 淡泊な・の 1 3% やさしい3、無責任な、かたくなな 5 15%
行為/才能 未熟な、賢い、聡明な 3 9% 愚かな 1 3%
行為/威厳・行儀・品行 心掛けのよい2、偉い 3 9% 　 0 0%
待遇/待遇・礼など ひどい2、大甘な・の、残酷な、冷たい 5 14%
ひどい5、大甘な・の、厳格な、冷た
い、失敬な、厳しい 10 30%
経済/貧富 貧しい 1 3% 　 0 0%
自然
現象
生命/生 若い3 3 9% 　 0 0%
生命/生理・病気など 健康な 1 3% 　 0 0%
４．４　｢画家｣ ｢タレント｣ ｢職人｣ ｢弁護士｣ ｢刑事｣「教師」—【主体/成員】
　表13と表14は、【主体/成員】における職業を表す名詞のうち、頻度が比較的に高い名詞とくみ
あわさる形容詞を調査した結果を示したものである。これらは、それ自体が《質》規定になってい
るので、このくみあわせで用いられることは、非常に少ない。また、形容詞の項目もかなり限られ
ている。そして、名詞（つまり、職業）によって、それとくみあわさりやすい形容詞の傾向に違い
が見られる。例えば、「画家」「タレント」は【評判】（有名な、売れない）、「職人」は【才能】（腕
のよい）、弁護士は【才能】（抜け目ない）と【限定・優劣】（優秀な）、「刑事」は【限定・優劣】（優
秀な）「教師」は【良不良・適不適】（いい）が多い。
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精神及び行為
行為/才能
ばかな8、頭のよい3、生意気な3、賢
い2、気が利かない、愚かな、どん臭い、
不束な、達者な、仕事が早い、できの
悪い、利口な
24 5.3% 12 6.5%
賢い2、聡明な2、頭
の よ い2、 賢 明 な、
教養豊かな、有能な、
明哲な
10 6.1% 7 8.2%
行為/威厳・
行儀・品行
ふしだらな2、身持ちの固い、狡い、
がさつな、淫乱な、スケベな、色ご
と好きの、不貞な、身持ちの悪い、
偉い、好色な
12 2.7% 11 6.0% 品のよい2、上品な 3 1.8% 2 2.4%
行為/行為・
活動 大胆な、気丈な、大胆積極的な 3 0.7% 3 1.6%
気丈な4、積極的な、
元気のよい、勇敢な・
なる
7 4.2% 4 4.7%
交わり/交
わり 家庭的な 1 0.2% 1 0.5% 　 0 0.0% 0 0.0%
待遇/待遇・
礼など
ひどい3、親切な2、意地悪な2、高
慢な、底意地の悪い、冷たい、甘い 11 2.4% 7 3.8% 　 0 0.0% 0 0.0%
経済/経済・
収支 　 0 0.0% 0 0.0% 不可欠な 1 0.6% 1 1.2%
経済/貧富 贅沢な、貧乏くさい 2 0.4% 2 1.1% 　 0 0.0% 0 0.0%
自然現象
自然/音 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
自然/にお
い 　 0 0.0% 0 0.0% 　 0 0.0% 0 0.0%
自然/材質 固い 1 0.2% 1 0.5% ハードな、純粋な 2 1.2% 2 2.4%
身体/身体
小柄な5、背の高い3、色っぽい2、
姿の美しい、大柄な、小作りの、小
太りの
14 3.1% 7 3.8%
大柄な4、小柄な3、
背の高い2、豊満な、
ふくよかな、背の低
い
12 7.3% 6 7.1%
生命/生 若い30、年若い 31 6.9% 2 1.1% 若い14、か弱い、初々しい 16 9.7% 3 3.5%
生命/生理・
病気など 健康な 1 0.2% 1 0.5% 元気な、たくましい 2 1.2% 2 2.4%
４．３　「母親」「父親」―【主体/家族/親・先祖】
　表12は、【主体/家族/親・先祖】における、「母親」「父親」とくみあわさる形容詞を調査した結
果を示したものである。この表から、「母親」「父親」は、このくみあわせで用いられることや関係
する形容詞の項目が非常に少ないことがわかる。くみあわさる形容詞によって、主語にすえられた
人を「母親」として「父親」として評価している。
　主語にすえられた人を「親」として評価するにあたっては、【待遇・礼など】（ひどい、大甘な）、【良
不良・適不適】（いい、悪い）といった形容詞が多く使われている。この点においては、「母親」と
「父親」は共通である。語彙のバリエーションについても、特に違いが見られなかった。「人」「男」
などとの違いとして最も特徴的なのは、【待遇・礼など】が非常に多く用いられていることである。
それは、子供に対する態度がどうであるかといった観点からの特徴づけが、「親」としての人の特
徴づけとして基本的であるからであろう。
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５．おわりに
　以上、本稿では、人を主語とする名詞述語が形容詞のかざりをとった例における、形容詞と名詞
述語の語彙・くみあわせ・意味項目について、大規模な調査を行った結果を報告した。以下、まと
めとして、表２〜表14の各調査結果において、頻度や比率がトップであった語彙・くみあわせ・意
味項目について確認しておく。
　まず、調査結果の概要としては、このくみあわせに使われる語彙については、名詞は「人」と「男」
が傑出して多く、形容詞は「いい」がきわだって多い。【表２・３】
　名詞と形容詞の意味項目については、名詞は「人」「人間」が所属する【主体/人間】が最も多
く（71.87%）、形容詞は、部門としては【精神及び行為】が過半数を占める（55.55%）が、中項目
では【様相】がトップ（26.71%）である（「いい」が多数であることによる）。【表４・５】
　形容詞と名詞のくみあわせについては、中項目では、「いい人」などの【様相】と【人間】（20.44%）、
分類項目では、「やさしい人」などの【人柄】と【人間】のくみあわせがトップ（5.02%）を占めて
いる。【表６・７】
　個別語彙のくみあわせで頻度が最も高いのは、「いい人」（168例）であった。【表８】
　以下は、名詞を固定した調査の結果である。まず、「人」および「人間」とくみあわさる形容詞は、
【人柄】の項目の形容詞がが最も多く使用されている（「人」16.6%、「人間」13.2%）。【表９】
　次に、「男」とくみあわさる形容詞も、【人柄】の項目の形容詞が最も多い（16.6%）が、「女」と
くみあわさる形容詞は、【良不良・適不適】を表す形容詞が最も多く（21.8%）使われている（「い
い女」が多数であることによる）。一方、「女性」「男性」になると、くみあわさる形容詞のトップは、
前者が【趣・調子】（13.9%）、後者が【生】（21.1%）である。【表10・11】
　さらに、「母親」「父親」については、【待遇・礼など】を表す形容詞がトップである（「母親」
14%、「父親」30%）。【表12】
　そして、職業を表す名詞については、「画家」と「タレント」は【評判】が（「画家」56%、「タ
レント」40%）、「職業人」は【才能】が（33%）、「弁護士」は【才能】／【限定・優劣】が（23%）、
「刑事」は【限定・優劣】が（40%）、「教師」は【良不良・適不適】が（24%）トップであった。【表
13・14】
　佐藤（1997）は、人を主語とする名詞述語文の意味的なタイプを体系的に記述したものであるが、
その一部で、形容詞と名詞述語がくみあわさった文についても言及している。佐藤は、このくみあ
わせを「一つの《質》の表現手段」としてとらえ、そこにおいて形容詞が表す《特性》について、「主
語の位置にある人物にとっては、《本質的な特性》であって、《現象的な特性》ではない。とすれば、
その特性はすでに《質》である。あるいは、《質規定のなかに入り込んだ特性》である」（p.175−
176）と述べている。「いい人」と「いい女」「いい男」の「いい」の語彙的意味が異なることから
も明らかなように、人を特徴づける手段のひとつとして、このくみあわせをとらえていかなければ
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表13　「画家」「タレント」「職人」とくみあわさる形容詞
部門 形容詞分類項目 画家（25・14）
頻度 比率
タレント
（10・7）
頻度 比率
職人
（15・9）
頻度 比率
抽象的
関係
様相/趣・調子 立派な、すばらしい 2 8% 　 0 0% 立派な3 3 20%
様相/特徴 例外的な 1 4% 　 0 0% 　 0 0%
様相/良不良・適不適 いい 1 4% 　 0 0% 　 0 0%
様相/美醜 美しい 1 4% 　 0 0% 　 0 0%
力/力 　 0 0% すごい 1 10% 　 0 0%
時間/新旧・遅速 　 0 0% 新しい 1 10% 古い 1 7%
量/程度 　 0 0% 大変な 1 10% 大変な 1 7%
精神
及び
行為
心/心 敏感な 1 4% 　 0 0% 　 0 0%
心/好悪・愛憎 好きな・の 1 4% 　 0 0% 　 0 0%
行為/身上 　 0 0% 前途有望な 1 10% 　 0 0%
心/詳細・正確・不思議 　 0 0% 　 0 0% 巧緻な 1 7%
心/意味・問題・趣旨など 　 0 0% 大事な 1 10% 大事な 1 7%
言語/評判 有名な10、売れない2、高名な、著名な 14 56% 売れない4 4 40% 　 0 0%
行為/身上 有望な 1 4% 　 0 0% 　 0 0%
行為/人柄 　 0 0% 　 0 0% おとなしい 1 7%
行為/才能 　 0 0% 　 0 0% 腕のよい5 5 33%
行為/威厳・行儀・品行 偉い 1 4% 手が早い 1 10% 品のよい 1 7%
自然
現象 生命/生 若い2 2 8% 　 0 0% 若い 1 7%
表14　「弁護士」「刑事」「教師」とくみあわさる形容詞
部門 形容詞分類項目 弁護士（13・10）
頻度 比率
刑事
（40・15）
頻度 比率
教師
（21・13）
頻度 比率
抽象的
関係
様相/趣・調子 　 0 0% 　 0 0% すばらしい2、立派な 3 14%
様相/良不良・適不適 　 0 0% いい 1 3%
いい3、いい
加減な、だ
めな
5 24%
様相/美醜 　 0 0% 人相の悪い 1 3% 　 0 0%
力/力 　 0 0% 　 0 0% 　 0 0%
作用/限定・優劣 優秀な3 3 23% 優秀な16 16 40% 優秀な2 2 10%
精神
及び
行為
心/安心・焦燥・満足 　 0 0% 頼 り な い2、のんきな 3 8% 頼りない 1 5%
心/信念・努力・忍耐 　 0 0% 熱心な、しつこい 2 5% 熱心な3 3 14%
言語/評判 有名な 1 8% 有名な 1 3% 　 0 0%
生活/文化・歴史・風俗 ろくでもない 1 8% ろくでもない 1 3% 　 0 0%
行為/身上 　 0 0% 　 0 0% しがない 1 5%
行為/人柄 調子の軽い、良心的な 2 15%
忠実な2、だ
らしがない 3 8% 真面目な 1 5%
行為/才能 老練な、抜け目ない、未熟な 3 23% 冴えない 1 3% 有能な 1 5%
行為/威厳・行儀・品行 老獪な 1 8% 　 0 0% 　 0 0%
待遇/待遇・礼など 　 0 0% 親切な 1 3% 　 0 0%
自然
現象 生命/生 若い2 2 15%
若い9、若々
しい 10 25%
若い3、若々
しい 4 19%
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５．おわりに
　以上、本稿では、人を主語とする名詞述語が形容詞のかざりをとった例における、形容詞と名詞
述語の語彙・くみあわせ・意味項目について、大規模な調査を行った結果を報告した。以下、まと
めとして、表２〜表14の各調査結果において、頻度や比率がトップであった語彙・くみあわせ・意
味項目について確認しておく。
　まず、調査結果の概要としては、このくみあわせに使われる語彙については、名詞は「人」と「男」
が傑出して多く、形容詞は「いい」がきわだって多い。【表２・３】
　名詞と形容詞の意味項目については、名詞は「人」「人間」が所属する【主体/人間】が最も多
く（71.87%）、形容詞は、部門としては【精神及び行為】が過半数を占める（55.55%）が、中項目
では【様相】がトップ（26.71%）である（「いい」が多数であることによる）。【表４・５】
　形容詞と名詞のくみあわせについては、中項目では、「いい人」などの【様相】と【人間】（20.44%）、
分類項目では、「やさしい人」などの【人柄】と【人間】のくみあわせがトップ（5.02%）を占めて
いる。【表６・７】
　個別語彙のくみあわせで頻度が最も高いのは、「いい人」（168例）であった。【表８】
　以下は、名詞を固定した調査の結果である。まず、「人」および「人間」とくみあわさる形容詞は、
【人柄】の項目の形容詞がが最も多く使用されている（「人」16.6%、「人間」13.2%）。【表９】
　次に、「男」とくみあわさる形容詞も、【人柄】の項目の形容詞が最も多い（16.6%）が、「女」と
くみあわさる形容詞は、【良不良・適不適】を表す形容詞が最も多く（21.8%）使われている（「い
い女」が多数であることによる）。一方、「女性」「男性」になると、くみあわさる形容詞のトップは、
前者が【趣・調子】（13.9%）、後者が【生】（21.1%）である。【表10・11】
　さらに、「母親」「父親」については、【待遇・礼など】を表す形容詞がトップである（「母親」
14%、「父親」30%）。【表12】
　そして、職業を表す名詞については、「画家」と「タレント」は【評判】が（「画家」56%、「タ
レント」40%）、「職業人」は【才能】が（33%）、「弁護士」は【才能】／【限定・優劣】が（23%）、
「刑事」は【限定・優劣】が（40%）、「教師」は【良不良・適不適】が（24%）トップであった。【表
13・14】
　佐藤（1997）は、人を主語とする名詞述語文の意味的なタイプを体系的に記述したものであるが、
その一部で、形容詞と名詞述語がくみあわさった文についても言及している。佐藤は、このくみあ
わせを「一つの《質》の表現手段」としてとらえ、そこにおいて形容詞が表す《特性》について、「主
語の位置にある人物にとっては、《本質的な特性》であって、《現象的な特性》ではない。とすれば、
その特性はすでに《質》である。あるいは、《質規定のなかに入り込んだ特性》である」（p.175−
176）と述べている。「いい人」と「いい女」「いい男」の「いい」の語彙的意味が異なることから
も明らかなように、人を特徴づける手段のひとつとして、このくみあわせをとらえていかなければ
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表13　「画家」「タレント」「職人」とくみあわさる形容詞
部門 形容詞分類項目 画家（25・14）
頻度 比率
タレント
（10・7）
頻度 比率
職人
（15・9）
頻度 比率
抽象的
関係
様相/趣・調子 立派な、すばらしい 2 8% 　 0 0% 立派な3 3 20%
様相/特徴 例外的な 1 4% 　 0 0% 　 0 0%
様相/良不良・適不適 いい 1 4% 　 0 0% 　 0 0%
様相/美醜 美しい 1 4% 　 0 0% 　 0 0%
力/力 　 0 0% すごい 1 10% 　 0 0%
時間/新旧・遅速 　 0 0% 新しい 1 10% 古い 1 7%
量/程度 　 0 0% 大変な 1 10% 大変な 1 7%
精神
及び
行為
心/心 敏感な 1 4% 　 0 0% 　 0 0%
心/好悪・愛憎 好きな・の 1 4% 　 0 0% 　 0 0%
行為/身上 　 0 0% 前途有望な 1 10% 　 0 0%
心/詳細・正確・不思議 　 0 0% 　 0 0% 巧緻な 1 7%
心/意味・問題・趣旨など 　 0 0% 大事な 1 10% 大事な 1 7%
言語/評判 有名な10、売れない2、高名な、著名な 14 56% 売れない4 4 40% 　 0 0%
行為/身上 有望な 1 4% 　 0 0% 　 0 0%
行為/人柄 　 0 0% 　 0 0% おとなしい 1 7%
行為/才能 　 0 0% 　 0 0% 腕のよい5 5 33%
行為/威厳・行儀・品行 偉い 1 4% 手が早い 1 10% 品のよい 1 7%
自然
現象 生命/生 若い2 2 8% 　 0 0% 若い 1 7%
表14　「弁護士」「刑事」「教師」とくみあわさる形容詞
部門 形容詞分類項目 弁護士（13・10）
頻度 比率
刑事
（40・15）
頻度 比率
教師
（21・13）
頻度 比率
抽象的
関係
様相/趣・調子 　 0 0% 　 0 0% すばらしい2、立派な 3 14%
様相/良不良・適不適 　 0 0% いい 1 3%
いい3、いい
加減な、だ
めな
5 24%
様相/美醜 　 0 0% 人相の悪い 1 3% 　 0 0%
力/力 　 0 0% 　 0 0% 　 0 0%
作用/限定・優劣 優秀な3 3 23% 優秀な16 16 40% 優秀な2 2 10%
精神
及び
行為
心/安心・焦燥・満足 　 0 0% 頼 り な い2、のんきな 3 8% 頼りない 1 5%
心/信念・努力・忍耐 　 0 0% 熱心な、しつこい 2 5% 熱心な3 3 14%
言語/評判 有名な 1 8% 有名な 1 3% 　 0 0%
生活/文化・歴史・風俗 ろくでもない 1 8% ろくでもない 1 3% 　 0 0%
行為/身上 　 0 0% 　 0 0% しがない 1 5%
行為/人柄 調子の軽い、良心的な 2 15%
忠実な2、だ
らしがない 3 8% 真面目な 1 5%
行為/才能 老練な、抜け目ない、未熟な 3 23% 冴えない 1 3% 有能な 1 5%
行為/威厳・行儀・品行 老獪な 1 8% 　 0 0% 　 0 0%
待遇/待遇・礼など 　 0 0% 親切な 1 3% 　 0 0%
自然
現象 生命/生 若い2 2 15%
若い9、若々
しい 10 25%
若い3、若々
しい 4 19%
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憤怒』／森博嗣『X03 タカイ×タカイ』／深谷忠記『長崎・壱岐殺人ライン』『北津軽逆アリバイの死角 「太
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／西村京太郎『夜の終り』『21世紀のブルース』『ワイドビュー南紀殺人事件』『愛と悲しみの墓標』『一千万
人誘拐計画』『雨の中に死ぬ』『越後湯沢殺人事件』『危険な殺人者』『札幌着23時25分』『十津川警部・怒りの
追跡 上』『十津川警部「裏切り」』『特急「ひだ3号」殺人事件』『特急「白鳥」十四時間』『特急「有明」殺人
事件』『特急しおかぜ殺人事件』『謎と殺意の田沢湖線』／石田衣良『波のうえの魔術師』／赤川次郎『自選
恐怖小説集 さよならをもう一度』『冒険入りタイム・カプセル』『いつか誰かが殺される』『おとなりも名探偵』
『かけぬける愛』『くちづけ 下』『こちら、団地探偵局』『ミステリ博物館』『怪盗の有給休暇』『禁じられた過去』
『孤独な週末』『告別』『黒い壁』『殺し屋志願』『殺意はさりげなく』『死者の学園祭』『死体は眠らない』『紙
細工の花嫁』『七番目の花嫁』『招かれた女』『世界は破滅を待っている』『赤いこうもり傘』『昼下がりの恋人達』
『南十字星』『忘れられた花嫁』『本日もセンチメンタル』『霧の夜にご用心』『滅びの庭』『幽霊湖畔』『輪舞―
恋と死のゲーム』／早見裕司『メイド刑事02』／村上春樹『1Q84 BOOK1』『1Q84 BOOK2』『1Q84 BOOK3』
／池波正太郎『火の国の城』『剣客商売05 白い鬼』『剣客商売06 新妻』『剣客商売07 隠れ蓑』『剣客商売09 待
ち伏せ』『剣客商売10 春の嵐』『秘密』田中芳樹『薬師寺涼子の怪奇事件簿 さわらぬ女神にタタリなし』『銀
河英雄伝説08 乱離編』『銀河英雄伝説10 落日篇』／渡辺淳一『メトレス 愛人』／東野圭吾『幻夜』『赤い指』
『名探偵の掟』『容疑者Ｘの献身』『放課後』／筒井康隆『恐怖』／藤原伊織『てのひらの闇』／藤沢周平『よ
ろずや平四郎活人剣 下』『よろずや平四郎活人剣 上』／藤田宜永『ダブル・スチール』『過去を殺せ』『野望
のラビリンス』／内田康夫『後鳥羽伝説殺人事件』／畠中恵『ねこのばば』／半村良『およね平吉時穴道行』
『黄金伝説』『石の血脈』／板東眞砂子『蟲』／樋口有介『ぼくと、ぼくらの夏』『夏の口紅』『苦い雨』平岩
弓枝『御宿かわせみ20 お吉の茶碗』『御宿かわせみ28 佐助の牡丹』『御宿かわせみ33 小判商人』『火宅の女』『御
宿かわせみ03 水郷から来た女』『御宿かわせみ06 狐の嫁入り』『御宿かわせみ13 鬼の面』『旅路 上』『御宿か
わせみ21 犬張子の謎』／峰隆一郎『殺人急行北の逆転240秒』『西鹿児島発「交換殺人」特急』／泡坂妻夫『亜
愛一郎の逃亡』／有栖川有栖『朱色の研究』
[付記]　 本稿は、平成2017年度日本語学会秋季大会（金沢大学）において行った研究発表の内容をまとなお
したものである。席上、貴重なコメントをくださった方々に感謝申し上げる。
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ならないだろう。
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追跡 上』『十津川警部「裏切り」』『特急「ひだ3号」殺人事件』『特急「白鳥」十四時間』『特急「有明」殺人
事件』『特急しおかぜ殺人事件』『謎と殺意の田沢湖線』／石田衣良『波のうえの魔術師』／赤川次郎『自選
恐怖小説集 さよならをもう一度』『冒険入りタイム・カプセル』『いつか誰かが殺される』『おとなりも名探偵』
『かけぬける愛』『くちづけ 下』『こちら、団地探偵局』『ミステリ博物館』『怪盗の有給休暇』『禁じられた過去』
『孤独な週末』『告別』『黒い壁』『殺し屋志願』『殺意はさりげなく』『死者の学園祭』『死体は眠らない』『紙
細工の花嫁』『七番目の花嫁』『招かれた女』『世界は破滅を待っている』『赤いこうもり傘』『昼下がりの恋人達』
『南十字星』『忘れられた花嫁』『本日もセンチメンタル』『霧の夜にご用心』『滅びの庭』『幽霊湖畔』『輪舞―
恋と死のゲーム』／早見裕司『メイド刑事02』／村上春樹『1Q84 BOOK1』『1Q84 BOOK2』『1Q84 BOOK3』
／池波正太郎『火の国の城』『剣客商売05 白い鬼』『剣客商売06 新妻』『剣客商売07 隠れ蓑』『剣客商売09 待
ち伏せ』『剣客商売10 春の嵐』『秘密』田中芳樹『薬師寺涼子の怪奇事件簿 さわらぬ女神にタタリなし』『銀
河英雄伝説08 乱離編』『銀河英雄伝説10 落日篇』／渡辺淳一『メトレス 愛人』／東野圭吾『幻夜』『赤い指』
『名探偵の掟』『容疑者Ｘの献身』『放課後』／筒井康隆『恐怖』／藤原伊織『てのひらの闇』／藤沢周平『よ
ろずや平四郎活人剣 下』『よろずや平四郎活人剣 上』／藤田宜永『ダブル・スチール』『過去を殺せ』『野望
のラビリンス』／内田康夫『後鳥羽伝説殺人事件』／畠中恵『ねこのばば』／半村良『およね平吉時穴道行』
『黄金伝説』『石の血脈』／板東眞砂子『蟲』／樋口有介『ぼくと、ぼくらの夏』『夏の口紅』『苦い雨』平岩
弓枝『御宿かわせみ20 お吉の茶碗』『御宿かわせみ28 佐助の牡丹』『御宿かわせみ33 小判商人』『火宅の女』『御
宿かわせみ03 水郷から来た女』『御宿かわせみ06 狐の嫁入り』『御宿かわせみ13 鬼の面』『旅路 上』『御宿か
わせみ21 犬張子の謎』／峰隆一郎『殺人急行北の逆転240秒』『西鹿児島発「交換殺人」特急』／泡坂妻夫『亜
愛一郎の逃亡』／有栖川有栖『朱色の研究』
[付記]　 本稿は、平成2017年度日本語学会秋季大会（金沢大学）において行った研究発表の内容をまとなお
したものである。席上、貴重なコメントをくださった方々に感謝申し上げる。
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ならないだろう。
参考文献
黄　 允實（2017）「「形容詞＋名詞」述語文と形容詞述語文―主語名詞の表わす事物の「特性」の恒常性と一
時性―」『日本研究教育年報』21、pp.1-18
国立国語研究所編（2004）『分類語彙表  増補改訂版』大日本図書
佐藤 里美（1997）「名詞述語文の意味的なタイプ――主語が人名詞のばあい――」『ことばの科学8』むぎ書房、
pp.151-212
―― ――（2006）「名詞句述語「N＋人だ」の構造」『日本東洋文化論集　琉球大学法文学部紀要』12、
pp.125-149
新屋映子（1989）「“文末名詞”について」『国語学』159、pp.88-75
新屋 映子（2009）「形容詞述語と名詞述語―その近くて遠い関係―」『国文学　解釈と鑑賞』74-7、pp.30-40
高橋太郎（1975）「文中にあらわれる所属関係の種々相」『国語学』103、pp.1-17
――――（1984）「名詞述語文における主語と述語の意味的な関係」『日本語学』3-12、pp.18-39
丹羽 哲也（2017）「「文末名詞文」の位置づけと所属語彙」『日本語の多様な表現性を支える複合辞などの「形
式語」に関する総合研究』課題番号26284064（平成26〜28年度日本学術振興科学研究費助成事業基盤研
究（B）（一般）研究成果報告書）
光信 仁美（2014）「名詞述語文における形容詞と名詞―形容詞による連体修飾のありかたをめぐって―」『関
西外国語大学研究論集』100、pp.237-255
資料
現代日本語書き言葉均衡コーパス、CD-ROM版 新潮文庫の100冊
阿川弘之『末の末っ子』／阿刀田高『幻の舟』『花の図鑑 上』『江戸禁断らいぶらりい』『消えた男』『霧のレ
クイエム』『詭弁の話術』／綾辻行人『鳴風荘事件 ―殺人方程式Ⅱ―』／鮎川哲也『朱の絶筆』／井上靖『崖 
上』『星と祭 上』『私の西域紀行 下』／井伏鱒二『小説日本芸譚』／遠藤周作『それ行け狐狸庵』『月光のド
ミナ』／横溝正史『怪盗Ｘ・Ｙ・Ｚ』『本陣殺人事件』『女王蜂』『仮面舞踏会』『悪霊島 上』『仮面劇場』『仮
面城』『金田一耕助の冒険2』『血蝙蝠』『刺青された男』『人形佐七捕物帳08』『扉の影の女』／乙一『きみに
しか聞こえない CALLING YOU』／夏樹静子『死刑台のロープウェイ』／皆川博子『乱世玉響』／開高健『新
しい天体』／吉川英治『新書太閤記 九』／吉村達也『踊る少女』／久美沙織『ドラゴンクエス5 天空の花嫁 
第3巻』『小説 エマ1』／宮部みゆき『クロスファイア 上』『鳩笛草』／向田邦子『無名仮名人名簿』『隣りの女』
／江戸川乱歩『孤島の鬼』／高橋克彦『だましゑ歌麿』『前世の記憶』／三浦綾子『雨はあした晴れるだろう』
『孤独のとなり』『続氷点』『ひつじが丘　泥流地帯』『続泥流地帯　草のうた』／山田正紀『火神　アグニを
盗め』『崑崙遊撃隊』／山本弘『サーラの冒険5 幸せをつかみたい!』『妖魔夜行 戦慄のミレニアム 上』／山
197
岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要第45号 （2018.３）
一、はじめに
　19世紀末から、中国の知識人たちは自国の衰弱の原因を分析し、国の振興を図るために、それら
を生み出した西洋文明に学ぶ努力を積み重ね続けていた。特に1919年の五四運動以降、梁啓超をは
じめ、中国の知識人たちは、積極的に西洋の思想家を中国に紹介した。1920年にイギリスの哲学者、
論理学者、数学者であり、同時に社会批評家、政治活動家であるバートランド・ラッセルが梁啓超
の招きに応じて、中国で学術講演を行ったのもその一つの表れであった。そのバートランド・ラッ
セルは、同時に、社会運動が華やかな日本においてもすでにとても魅力的な人物として知られてい
て1、帰国途中に改造社の社長山本実彦の招聘により、日本で訪問講演をした。ラッセルが来日する
前に、日本のメディアはラッセルに関する宣伝を繰り広げていた。1920年12月５日の『大阪毎日新
聞』は、ラッセルの「支那の第一印象」を掲載し、その冒頭において、「『ベルトラン・ラツセル』
の名は今や新文化、新思想に憧憬する隣邦の若き人々に種々の響きを與へて居る」という解説を加
えている。さらには、ラッセルが中国を訪れたことについてだけではなく、新旧二つの勢力が対立
している中国の現状について、当時の日本のジャーナリズムが関心を持っていたことも重要である。
そして、その二つの関心は、1921年３月から７月にかけて、芥川龍之介が大阪毎日新聞社の特派員
として中国に派遣されることにも繋がってゆく。1921年３月31日に「支那印象記　新人の眼に映じ
た新しき支那　近日の紙上より掲載の筈」のタイトルで、掲載された予告記事からは、その派遣の
理由が上記の二つの関心に基づくものであったことを知ることができる。
　支那は世界の謎として最も興味の深い國である。舊き支那が老樹の如く横はつて居る側に、
新しき支那は嫩草の如く伸びんとして居る。政治、風俗、思想、有ゆる方面に支那固有の文化
が、新世界の夫と相交錯する所に支那の興味はある。新人ラツセル氏やデユウイ教授の現に支
那にあるのも、またベルグソン教授の遠からず海を越ゑて来ようとするのも、やがて此の點に
心を牽かるゝに外ならぬ、吾が社はこゝに見る所あり、近日の紙上より芥川龍之介氏の『支那
1　 1920年から1922にかけて、『読売新聞』、『東京朝日新聞』、『東京日日新聞』など日本の主流新聞にバートラン
ド・ラッセルに関する記事がしばしば掲載された。例えば、1920年11月10日から11月16日にかけて、『読売新
聞』に長谷川如是閑の「ラッセルの社会指導と支那」の（1）から（7）が連載された。
1920年代の『改造』における対「中国」言説
The Statement on 'China' in the 
Magazine Kaizo Published in the 1920s
許　丹青 XU Danqing
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